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『好色一代男』　大坂版と江戸版
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『
好
色
一
代
男
』
大
坂
版
と
江
戸
版

　
最
初
の
浮
世
草
紙
と
し
て
有
名
な
井
原
西
鶴
（
一
六
四
二
〜
九
三
）
の
『
好
色
一
代
男
』
だ
が
、
今
日
残
っ
て
い
る
伝
本
は
意
外
に
少
な
い

こ
と
、
ま
た
、
上
方
と
江
戸
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
本
で
楽
し
ん
だ
こ
と
な
ど
は
、
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
好

色
一
代
男
』
は
、
初
め
に
大
坂
で
刊
行
さ
れ
た
。
版
刻
は
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
陰
暦
一
○
月
中
旬
、
売
り
出
さ
れ
た
の
は
翌
正
月
ら
し

い
。
版
元
は
大
坂
思
案
橋
の
荒
砥
屋
孫
兵
衛
可
心
。
名
の
知
れ
た
書
肆
で
は
な
い
。
八
巻
八
冊
。
大
本
。
挿
絵
は
西
鶴
自
身
が
描
い
た
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。
た
ち
ま
ち
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
後
に
版
元
も
大
手
の
秋
田
屋
市
兵
衛
に
替
わ
っ
た
。
大
坂
版
の
現
存
は
一
〇
数
点
。
荒

砥
屋
版
が
多
く
残
る
が
、
当
館
本
（
写
真
上
　
請
求
記
号 

W
A
9

―3

）
は
秋
田
屋
版
。
八
巻
の
う
ち
巻
二
と
五
は
江
戸
時
代
の
補
写
。
珍
書
を
蒐

集
し
た
書
肆
と
し
て
知
ら
れ
る
達
磨
屋
五
一
（
一
八
一
七
〜
六
六
）
が
旧
蔵
、
そ
の
後
、
尾
張
出
身
の
戯
作
者
笠
亭
仙
果
（
一
八
○
四
〜
六
八
）
が

所
蔵
し
て
い
る
。
秋
田
屋
版
の
揃
い
は
他
に
天
理
図
書
館
（
八
巻
合
五
冊
）
で
所
蔵
す
る
が
、
巻
六
と
八
に
近
代
の
覆
刻
が
数
丁
混
じ
る
。

　
江
戸
版
は
、
早
く
も
大
坂
版
の
一
年
後
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
同
様
に
八
巻
八
冊
だ
が
サ
イ
ズ
は
半
紙
本
。
挿
絵
は

刊
記
に
「
大
和
繪
師
／
菱
河
吉
兵
衛
師
宣
」
と
あ
る
。
師
宣
な
ら
ば
、
当
時
浮
世
絵
師
と
し
て
人
気
絶
頂
の
時
で
あ
る
。
絵
も
文
章
も
大
坂
版

を
手
本
に
し
て
い
る
が
、
漢
字
部
分
は
殆
ど
ひ
ら
が
な
に
な
お
さ
れ
て
い
る
。
初
版
は
刊
記
に
「
川
崎
七
郎
兵
衛
板
行
」
と
あ
る
川
崎
版
。
次

に
大
津
屋
四
郎
兵
衛
か
ら
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
大
津
屋
版
が
出
さ
れ
た
。
最
後
に
万
屋
清
兵
衛
か
ら
出
さ
れ
た
の
が
万
屋
版
。
い
ず
れ

も
版
木
は
踏
襲
さ
れ
、
刊
記
だ
け
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
川
崎
版
初
版
と
大
津
屋
版
と
の
間
に
は
後
述
す
る
本
文
の
一
部
変
更
が
あ

る
。
江
戸
版
の
現
存
は
わ
ず
か
数
点
で
ま
さ
に
稀
本
。
所
蔵
館
は
、
川
崎
版
は
天
理
図
書
館
（
巻
八
の
一
冊
と
、
巻
八
を
欠
く
七
巻
七
冊
の
二

点
。）
で
、
大
津
屋
版
一
点
も
天
理
図
書
館
で
所
蔵
す
る
。
板
木
の
摩
滅
の
目
立
つ
万
屋
版
は
大
英
図
書
館
で
た
だ
一
点
所
蔵
す
る
。
当
館
本

真
下
　
請
求
記
号 
W
A
9

―10

）
は
横
山
重
（
一
八
九
六
〜
一
九
八
○
）
旧
蔵
本
。
八
巻
八
冊
。
巻
八
末
に
刊
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
唯
一

の
川
崎
版
の
完
本
と
い
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ま
だ
不
明
確
な
点
も
残
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
全
冊
原
表
紙
と
み
ら
れ
る
が
、
巻

八
の
一
冊
に
限
り
全
体
に
か
な
り
の
虫
損
補
修
が
あ
り
、
か
つ
後
代
の
墨
書
題
簽
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
他
の
七
冊
は
原
の
刷
題
簽
で

虫
損
は
殆
ど
な
く
、
巻
八
に
比
較
し
て
刷
り
が
劣
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
巻
八
と
他
巻
と
は
当
初
は
別
々
で
、
後
か
ら
と
り
あ
わ
せ
ら
れ
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
巻
八
の
一
冊
は
川
崎
版
で
あ
る
が
、
他
の
七
冊
は
刊
記
が
付
さ
れ
る
本
来
の
巻
八
を
欠
く
の
で
、
す
ぐ

に
川
崎
版
と
言
う
に
は
躊
躇
さ
れ
る
。
ま
た
、
天
理
本
川
崎
版
（
同
館
本
は
二
点
と
も
印
刷
鮮
明
で
初
版
初
刷
）
と
、
大
津
屋
版
と
で
は
巻
六

本
文
の
世
之
介
の
年
齢
記
載
が
異
な
る
が
、
当
館
本
は
こ
の
部
分
が
天
理
本
川
崎
版
と
は
一
致
せ
ず
、
大
津
屋
版
と
一
致
す
る
。
け
れ
ど
も
、
当

館
本
は
、
大
津
屋
版
よ
り
は
や
や
刷
り
が
良
く
、
表
紙
お
よ
び
題
簽
は
天
理
本
川
崎
版
と
同
じ
で
あ
る
。
当
館
の
江
戸
版
は
少
々
複
雑
だ
。

　
写
真
は
巻
一
第
二
章
八
才
、
手
習
い
を
初
め
た
世
之
介
少
年
が
師
匠
代
筆
の
恋
文
を
下
女
に
託
す
と
こ
ろ
。
大
坂
版
の
上
部
に
は
墨
の
汚
れ

と
、
仙
果
の
筆
ら
し
い
書
き
入
れ
が
あ
る
。

（
写



新

年

の

ご

あ

い

さ

つ

黒

澤

�

雄

『

国
立
国
会
図
書
館
月
報』

読
者
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

誌
面
を
か
り
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

当
国
立
国
会
図
書
館
は
、
国
会
の
図
書
館
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
の
中
央
図
書
館
と
し
て
の
任
務
を
有
し
て
い
る
こ

と
は
、
既
に
ご
存
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
当
館
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
源
流
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
一
つ
は
、
帝
国
議
会
衆
議
院
・
貴
族
院
両
議
院
の
図
書
館
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
帝
国
図
書
館
に
こ
れ
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

前
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
両
議
院
に
設
け
ら
れ
て
い
た
図
書
館
が
、
昭
和
二
三
年
当
館
の
創
設
に
よ
り
、
そ
の
存
在
を
終

わ
り
、
そ
の
資
料
は
、
当
館
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。
後
者
は
、
明
治
五
年
の
文
部
省
所
管
の

｢

書
籍
館｣

に
端
を
発

し
、
帝
国
図
書
館
か
ら
国
立
図
書
館
と
継
承
し
国
立
国
会
図
書
館
に
至
っ
た
系
列
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
者
の
系
列
で
あ
り
ま
す
が
、
当
時

｢

東
洋
一｣

の
殿
堂
と
し
て
一
九
〇
六
年

(

明
治
三
九
年)

竣
工
を
み
た

の
が
、
上
野
の
帝
国
図
書
館

(

現
在
当
館
支
部
国
際
子
ど
も
図
書
館)

で
あ
り
ま
す
。
爾
来
、
本
年
二
〇
〇
六
年
は
、

帝
国
図
書
館
の
建
物
竣
工
か
ら
百
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

史
料
を
ひ
も
と
き
ま
す
と
、
昨
年
第
九
一
回
を
数
え
ま
し
た
全
国
図
書
館
大
会
の
第
一
回
が
、
一
九
〇
六
年
新
築
成
っ

た
、
そ
の
上
野
の
帝
国
図
書
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、
主
催
者
の
代
表
で
あ
り
ま
す
東
京
帝

国
大
学
図
書
館
長
和
田
万
吉
氏
は

｢

来
会
諸
君
に
望
む｣

と
題
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
り
ま
す
。

｢

日
本
図
書
館
の
其
数
の
少
な
き
其
設
備
の
不
完
全
に
し
て
一
種
の
国
民
教
育
の
機
関
と
し
て
は
其
貢
献
甚
だ
疑
は

し
、
然
ど
も
将
来
は
有
力
な
る
機
関
た
る
べ
き
を
信
ず
る
を
以
て
、
黙
し
て
其
機
運
を
待
つ
と
な
さ
ず
、
自
か
ら
進
ん

で
機
運
を
開
拓
す
る
の
要
あ
り｣

と
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
、
私
は
我
が
国
の
図
書
館
の
発
展
に
か
け
る
当
時
の
図
書
館

人
の
な
み
な
み
な
ら
ぬ
情
熱
と
将
来
へ
の
期
待
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
、
こ
の
百
年
の
図
書
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館
の
歴
史
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
い
て
先
人
達
が
我
が
国
の
図
書
館
が
直
面
し
た
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ

歩
み
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
う
し
て
、
百
年
に
亘
る
近
代
日
本
の
文
化
・
学
術
の
進
歩
、
発
展
と
併
せ
、
今
日
の
各
種
図
書
館
普
及
の
成
果
に

深
い
感
慨
を
覚
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
財
政
危
機
や
構
造
改
革
の
下
、
図
書
館
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
電
子
情
報
通
信
技
術
が
急
速
に
発
展
す
る
中
で
、
図
書
館
に
求
め
ら
れ
る
社
会
的
役
割
を
新
し

い
視
点
か
ら
構
想
す
る
こ
と
も
必
須
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
難
し
い
課
題
が
山
積
す
る
時
こ
そ
、
私
達
現
在
の
図

書
館
人
が
連
携
し
て
当
面
す
る
諸
課
題
に
開
拓
の
精
神
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

新
年
に
当
た
り
、
こ
こ
で
、
当
館
の
若
干
の
課
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
、
国
会
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

｢

調
査
及
び
立
法
考
査
局｣

を
中
心
に
さ
ら
に
一
段
高
い
目
標
を
明
確
に
掲

げ
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、｢

立
法
府
の
ブ
レ
ー
ン｣

た
ら
ん
と
し
、
ま
た

｢

議
員
の
た

め
の
情
報
セ
ン
タ
ー｣
と
も
言
う
べ
き
存
在
・
役
割
を
標
榜
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
方
向
の
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
実
現
す
る
た
め
に
は
、
全
館
的
に
職
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
体
制
の

整
備
も
必
要
だ
と
判
断
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
に
は
、
個
々
の
職

員
の
絶
え
間
の
な
い
研
鑽
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
研
究
的
態
度
、
行
動
を
律
す
る
高
い
目
的

意
識
、
課
題
を
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
強
い
意
志
が
要
請
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
他
者
の
真
似
の
で

き
な
い
特
性
を
持
ち
、
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

本
年
は
、
日
本
国
憲
法
公
布
六
〇
年
と
い
う
と
き
に
当
た
り
ま
す
。
日
本
国
憲
法
は

｢

帝
国
憲
法
改
正
案｣

と
し
て

昭
和
二
一
年
第
九
〇
回
帝
国
議
会
に
お
い
て
審
議
を
み
ま
し
た
。
そ
の
審
議
の
過
程
は
、
既
に
公
開
、
刊
行
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
本
年
三
月
に
は
、
当
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
発
信
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
日
本
国
憲
法
と
戦

後
の
民
主
化
の
た
め
の
諸
立
法
の
国
会
論
議
が
、
広
く
国
民
の
調
査
研
究
の
対
象
と
し
て
活
用
さ
れ
、
さ
ら
に
衆
議
院
・

参
議
院
の
憲
法
改
正
論
議
に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
当
館
は
早
く
か
ら
電
子
情
報
通
信
技
術
の
導
入
に
も
取
り
組
み
、
平
成
一
四
年
度
以
降
、
電
子
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
を
本
格
的
に
開
始
し
、
そ
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
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で
誰
も
が
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
利
用
で
き
る
開
か
れ
た
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
言
い
ま
す
。
一
次
情
報
と
し
て
の

国
会
会
議
録
、
明
治
期
刊
行
図
書
の
本
文
の
画
像
、
電
子
展
示
会
と
称
し
て
の

｢

日
本
国
憲
法
の
誕
生｣

を
め
ぐ
る
諸

資
料
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
・
公
開
、
ま
た
、
二
次
情
報
と
し
て
の
和
洋
図
書
の
書
誌
情
報
・
雑
誌
記
事
索
引

(

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ)

の
提
供
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
一
六
年
二
月
に
は
、｢

電
子
図
書
館
中
期
計
画

二
〇
〇
四｣

を
策
定
し
、
日
本
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
そ
の
柱
の
一
つ
と
し

て
、
日
本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
制
度
的
に
収
集
保
存
し
、
利
用
提
供
す
る
た
め
の
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
、
是
非
、
早
期
に
法
令
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
収
集
の
た
め
の
準
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

来
館
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
東
京
本
館
は
、
平
成
一
六
年
一
〇
月
の
新
装
開
館
を
機
に
、
週

六
日
開
館
、
開
館
時
間
を
二
時
間
延
長
し
、
一
年
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
一
新
さ
れ
た
本
館
来
館
利
用
シ
ス
テ
ム
は
、

入
館
か
ら
資
料
検
索
・
利
用
・
退
館
に
至
る
一
連
の
サ
ー
ビ
ス
の
流
れ
を
シ
ス
テ
ム
化
し
て
、
手
続
き
の
簡
素
化
・
サ
ー

ビ
ス
の
迅
速
化
を
図
り
ま
し
た
。
新
装
後
一
年
間
の
利
用
者
数
は
、
約
二
〇
％
増
加
し
、
年
間
四
〇
万
人
を
超
え
る
ペ
ー

ス
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
図
書
館
の
利
用
方
法
も
大
き
な
変
化
を
示
し
て
来
て
お
り
ま
す
。
既
存
の
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
と
電
子
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
は
、
一
体
的
に
両
者
が
運
用
さ
れ
、
有
機
的
連
携
を
も
っ
て
利
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た

め
の
一
つ
と
し
て
、
来
館
利
用
者
と
同
時
に
、
遠
隔
地
か
ら
の
依
頼
に
対
す
る
複
写
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
の
た
め
の
条
件

整
備
に
も
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
一
四
年
一
〇
月
開
館
を
み
た
関
西
館
は
、
四
年
目
に
入
り
ま
し
た
。
関
西
館
は
、
東
京
本
館
と
一
体
と
な
っ
て

内
外
の
図
書
館
と
の
協
力
事
業
、
電
子
図
書
館
の
中
枢
機
能
を
担
い
、
さ
ら
に
ア
ジ
ア
情
報
の
サ
ー
ビ
ス
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
誇
り
う
る
近
代
的
図
書
館
と
し
て
の
施
設
を
有
し
な
が
ら

も
、
ま
だ
来
館
利
用
者
拡
大
を
中
心
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
多
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合

致
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
資
料
・
施
設
の
効
果
的
な
活
用
に
一
層
の
創
意
と
工
夫
を
加
え
て
ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
所
信
の
一
端
を
述
べ
、
読
者
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
に
代
え
ま
す
。

(

く
ろ
さ
わ

た
か
お

国
立
国
会
図
書
館
長)
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こ
れ
か
ら
の
国
会
サ
ー
ビ
ス

｢

立
法
府
の
ブ
レ
ー
ン｣

と

｢

国
会
議
員
の
た
め
の
情
報
セ
ン
タ
ー｣

を
め
ざ
し
て

国
会
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

国
会
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
第
一
義
的
任

務
で
す
。

国
会
法
第
一
三
〇
条
は
、｢

議
員
の
調
査
研
究
に
資
す
る
た
め
、

別
に
定
め
る
法
律
に
よ
り
、
国
会
に
国
立
国
会
図
書
館
を
置
く
。｣

と
規
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
国
会
法
の
規
定
に
基
づ
き
昭
和
二
三
年
二
月
九
日
に
国
立
国

会
図
書
館
法
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

一

調
査
及
び
立
法
考
査
局
の
任
務

国
立
国
会
図
書
館
法
の
第
一
五
条
で
は
、
国
会
議
員
の
立
法
活
動

に
資
す
る
た
め
に

｢

調
査
及
び
立
法
考
査
局｣

を
設
け
ま
し
た
。

調
査
及
び
立
法
考
査
局
は
、
国
会
議
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
議
案
審

議
、
行
政
監
視
、
政
策
立
案
、
そ
の
他
の
国
政
課
題
に
か
か
る
幅
広

い
調
査
依
頼
に
対
し
、

｢

正
確｣

か
つ

｢

的
確｣

な
情
報
を

｢

迅
速｣

に

｢

不
偏
不
党｣

の
立
場

で

｢

秘
密
厳
守｣

の
も

と
に
お
答
え
す
る
、
国

会
の
た
め
の
立
法
調
査

機
関
で
す
。

調
査
及
び
立
法
考
査

局
は
、
国
政
課
題
に
関

し
て
の
幅
広
い
調
査
サ
ー

ビ
ス
を
担
当
し
ま
す
が
、

国
会
サ
ー
ビ
ス
は
、
調

査
及
び
立
法
考
査
局
の
み
で
行
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
館
の

所
蔵
資
料
等
を
提
供
す
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
は
、
資
料
所
管
部
門
が

連
携
し
、
全
館
を
挙
げ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
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調査及び立法考査局の任務
(国立国会図書館法第15条)

①法案等を分析・評価して委員会に進言
し補佐するとともに､ 妥当な決定のた
めの根拠を提供 (第１号)
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④行政・司法､ 一般公衆への情報提供
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二

調
査
及
び
立
法
考
査
局
の
調
査

１

国
会
議
員
か
ら
の
要
求
に
基
づ
く
調
査

①

範
囲
・
対
象
・
回
答
方
法

国
会
議
員
か
ら
の
要
求
に
基
づ
く
調
査
は
、
事
実
に
関
す
る
情
報

の
提
供
な
ど
の
簡
易
な
も
の
か
ら
、
国
政
課
題
の
分
析
・
論
点
整
理
、

調
査
報
告
書
の
作
成
な
ど
の
高
い
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
高
度

で
困
難
な
も
の
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
対
象
は
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
、
科
学
技
術

等
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
び
ま
す
。
ま
た
、
現
に
国
会
に
お
い
て
審

議
中
の
議
案
・
案
件
に
か
か
わ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
過
去
お
よ

び
将
来
の
国
政
課
題
に
か
か
る
も
の
、
さ
ら
に
は
外
国
の
制
度
・
事

情
な
ど
、
国
会
が
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
政
策
分
野
に
わ
た
る
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

回
答
の
方
法
に
つ
い
て
も
、
文
献
の
複
写
や
貸
出
し
か
ら
、
国
会

議
員
に
個
別
に
面
談
し
て
の
ご
説
明
、
政
党
・
会
派
の
研
究
会
へ
の

出
席
、
両
院
の
委
員
会
・
調
査
会
へ
の
参
考
人
と
し
て
の
出
席
な
ど
、

国
会
議
員
の
要
求
に
応
じ
て
、
多
様
な
方
法
で
行
っ
て
い
ま
す
。

国
会
議
員
の
資
料
入
手
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
平
成

一
四
年
か
ら
、
図
書
館
資
料
を
議
員
会
館
ま
で
配
送
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
平
成
一
六
年
に
は
貸
出
資
料
の
回
収
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
配
送
・
回
収
に
は
、
国
有
財
産
と
し
て
の

図
書
館
資
料
を
扱
う
と
い
う
点
で
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

配
送
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
本
号
一
四
ペ
ー
ジ
の

｢

館
内
ス

コ
ー
プ｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②

調
査
の
件
数

国
会
議
員
か
ら
の
要
求

に
基
づ
く
調
査
は
、
膨
大

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

年
度
統
計
を
見
て
み
ま

す
と
、
平
成
一
六
年
度
で
、

回
答
の
件
数
は
、
約
三
万

四
、
〇
〇
〇
件
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。
総
選
挙
や
時
々

の
政
治
情
勢
で
若
干
の
変

動
は
あ
り
ま
す
が
、
全
体

と
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

平
成
一
七
年
の
一
年
間

で
は
、
三
万
八
、
〇
〇
〇

件
を
超
え
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
国
会
議
員
個
々

に
よ
り
、
そ
の
利
用
の
頻

度
に
は
差
が
あ
り
ま
す
が
、

両
院
議
員
七
二
二
人
で
単

純
計
算
す
る
と
、
国
会
議

員
一
人
当
た
り
年
に
約
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四
七
件
、
月
に
約
四
件
の
調
査
要
求
に
回
答
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
調
査
回
答
と
し
て
、

年
に
一
、
二
五
〇
本
の
調
査

報
告
書
の
作
成
、
約
二
三
〇

回
の
議
員
へ
の
面
談
・
説
明

と
、
五
〇
回
を
超
え
る
勉
強

会
等
で
の
報
告
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
均
す
る
と
、
毎
日

約
五
本
の
調
査
報
告
書
を
提

出
し
、
一
回
以
上
の
国
会
議

員
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
や
会
議

参
加
を
行
っ
て
い
る
計
算
に

な
り
ま
す
。

２

調
査
要
求
を
予
測
し
て

の
情
報
提
供

①

国
会
議
員
の
活
動
を
支

援
す
る
た
め
の
自
発
的
調
査

国
会
議
員
か
ら
の
国
政
課

題
に
か
か
る
調
査
要
求
を
予

測
し
て
、
専
門
調
査
員
や
各

調
査
員
が
個
別
に
、
あ
る
い

は
共
同
で
調
査
・
研
究
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
刊
行
物
に
掲
載
し
て
国
会
議
員
に
提
供
し
て
お
り

ま
す
。

そ
の
中
で
も
特
に
総
合
調
査
は
、
国
政
の
基
本
的
事
項
に
関
す
る

長
期
的
・
分
野
横
断
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
複
数
の
調
査
室
課
の
調

査
担
当
者
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
行
う
調
査

で
す
。

総
合
調
査
は
、
わ
が
国
だ
け
で
は
な
く
主
要
国
の
諸
事
情
も
詳
説

し
て
い
ま
す
。

現
在
、｢

拡
大
Ｅ
Ｕ
の
現
状
と
今
後
の
課
題｣

を
テ
ー
マ
と
す
る

総
合
調
査
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
一
八
年
に
は

｢

平

和
の
定
着
―
平
和
構
築
・
復
興
支
援
と
日
本
の
役
割｣

、
さ
ら
に
平

成
一
八
・
一
九
年
に
は
、｢

人
口
減
少
社
会
の
外
国
人
問
題｣

を
調
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年 度 総合調査のテーマ

平成13年度 三宅島噴火災害

平成14年度 国家的緊急事態への対処

平成15年度 米国80年代以降の諸改革

平成15・16年度 わが国及び主要国における少子化・高齢化現象とその対策

平成16・17年度 地方再生

平成17・18年度 拡大 EUの現状と今後の課題

平成18年 平和の定着－平和構築・復興支援と日本の役割

平成18・19年 人口減少社会の外国人問題

総合調査 ｢地方再生｣
本年２月刊行！

平成16年度からスタートした総合
調査 ｢地方再生｣ の調査報告がいよ
いよ刊行されます｡
｢地方にできることは地方に｣､

｢官から民へ｣ の流れの中で､ 国と
地方の関係は中央集権型から分権型
へと転換が図られつつあります｡ 地
域政策は､ 画一的な横並びの施策か
ら､ 地方の多様な実態や自主性に即
した施策へと変化しています｡
総合調査 ｢地方再生｣ は､ かつて
繰り返し行われてきた地方の自主性・
主体性を回復しようとする取り組み
とは異なり､ 現下の地方再生をめぐ
る動向や問題点､ 課題等について､
分権改革と規制改革の視点から､ 国
内外における調査も交えて､ 多角的､
総合的にアプローチしたものです｡
ご期待ください｡



査
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

②

多
様
な
刊
行
物
に
よ
る
調
査
結
果
の
刊
行

調
査
及
び
立
法
考
査
局
の
刊
行
物
は
、
そ
の
性
格
、
扱
う
国
政
課

題
の
内
容
に
応
じ
て
、
多
様
な
も
の
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

平
成
一
七
年
の
調
査
及
び
立
法
考
査
局
の
刊
行
物
の
総
ペ
ー
ジ
数

は
、
約
二
、七
三
〇
ペ
ー
ジ
、
掲
載
論
文
・
記
事
数
は
約
三
〇
〇
本

を
超
え
ま
し
た
。

本
格
的
論
説
誌

『

レ
フ
ァ
レ
ン
ス』

『

レ
フ
ァ
レ
ン
ス』

は
、
国
政
の
中
長
期
的
課
題
に
関
す
る
本
格

的
な
論
説
を
掲
載
す
る
も
の
で
、
毎
年
の
学
界
回
顧
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
な
ど
、
国
会
内
外
で
一
定
の
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
平
成

一
七
年
は
、
掲
載
論
文
・
記
事
数
は
五
八
本
で
、
総
計
一
、一
五
八

ペ
ー
ジ
で
し
た
。

国
政
課
題
の
簡
潔

な
解
説
資
料

『

調
査

と
情
報-IS

S
U
E
B

R
IE
F
-』

『

調
査
と
情
報-IS

S
U

E
B

R
IE

F
-
』

は
、
現
在
の
国
政
課

題
に
つ
い
て
簡
潔
に

解
説
し
た
資
料
で
、

国
会
議
員
か
ら
特
に

ご
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
平
成
一
七
年
は
、
四
〇
本
刊
行
し
ま
し
た
。

常
会
の
冒
頭
に
配
布
し
、
各
常
会
に
お
け
る
提
出
予
定
法
案
や
政

策
課
題
を
通
覧
す
る
特
集
号

『

国
政
課
題
の
概
要』

も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
科
学
技
術
分
野
に
お
け
る
課
題
を
紹
介
し
た

『

科
学
技
術
を

め
ぐ
る
政
策
課
題』

も
、
今
後
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。

海
外
の
主
要
立
法
に
関
す
る
情
報
専
門
誌

『

外
国
の
立
法』

『

外
国
の
立
法』

は
、
最
新
の
海
外
立
法
情
報
を
翻
訳
・
解
説
し

た
も
の
で
す
。
外
国
事
情
に
つ
い
て
の
調
査
能
力
に
は
高
い
評
価
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
一
つ
の
表
れ
が
本
誌
で
す
。

総
合
調
査
報
告
書
等
の
刊
行
媒
体

『

調
査
資
料』

『

調
査
資
料』

は
、
総
合
調
査
の
報
告
書
や
憲
法
の
論
点
な
ど
を

個
別
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

538号／2006① 国立国会図書館月報― 7―

500号達成！
『調査と情報-ISSUE BRIEF-』

昭和61年の第１号刊行から丁度
20年で累積500号に達しました｡
500号は､ 現在､ 日本を揺るが

せる大問題となっている建築偽装
設計に焦点を当てた 『耐震強度の
偽装と建築確認』 です｡ これに続
いて､ アスベスト問題､ 特別会計
の見直し､ 北朝鮮の核開発問題な
どを予定しています｡
第１号は､ ｢国鉄改革－監理委

｢意見｣ と今後の課題－｣ でした｡
発刊の辞に､ ｢ますます複雑化

し､ かつ絶えず変化する国政課題
についての適切な情報を迅速に提
供することにあります｡｣､ ｢この
シリーズは､ 着想をアメリカ議会
図書館調査局のイッシュー・ブリー
フから得たもので､ 国政上の重要
課題を取り上げ､ その背景・経緯・
問題点等を簡潔に取りまとめる個
別の調査報告から成っております｡
その作成にはＯＡ機器を活用し､
必要のつど内容を更新できるよう
にいたしました｡｣ とあり､ 当初
の意気込みが感じられます｡
その後､ 解説のほか､ 資料集､
年表､ 文献目録など様々な内容の
ものが加わりました｡
最近では､ 調査及び立法考査局
の各種の刊行物の性格をより明確
化するように編集方針を改め､ 国
政上の重要課題について､ その背
景・経緯・問題点等を簡潔に取り
まとめ､ 迅速に提供するようにし
ています｡



③

国
会
議
員
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

『

調
査
の
窓』

調
査
及
び
立
法
考
査
局
は
、
国
会
議
員
の
皆
様
へ
の
電
子
的
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
国
会
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

『

調
査
の
窓』

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

『

調
査
の
窓』
で
は
、｢

国
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム｣

、｢

帝
国
議

会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム｣

、
法
令
の
制
定
・
改
廃
経
過
や
審
議
経

過
に
関
す
る

｢

法
令
索
引
検
索
シ
ス
テ
ム｣

、
当
館
所
蔵
資
料
を
検

索
し
て
貸
出
し
や
複
写
を
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る

｢

Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ｣

等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち

｢

帝
国
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム｣

は
、
帝
国
議
会

会
議
録
の
画
像
情
報
お
よ
び
文
字
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
も

の
で
、
平
成
一
七
年
七
月
に
第
九
一
回
と
第
九
二
回
を
公
開
し
ま
し

た
。
こ
の
た
び
帝
国
憲
法
改
正
案
を
審
議
し
た
第
九
〇
回
帝
国
議
会

の
部
分
を
三
月
六
日
よ
り
一
般
公
開
す
る
予
定
で
す
。

３

調
査
体
制

調
査
及
び
立
法
考
査
局
は
、
国
会
の
委
員
会
の
構
成
や
行
政
府
省

の
組
織
な
ど
を
参
考
に
、
一
〇
の
分
野
別
の
調
査
室
・
課
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

調
査
依
頼
の
う
ち
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
分
野
別
の
調
査
室

(

専
門
調
査
員
、
主
幹
、
主
任
調
査
員
を
配
置)

が
担
当
し
、
通
常

の
調
査
依
頼
に
は
課

(

課
長
と
調
査
員
で
構
成)

が
対
応
す
る
体
制

を
採
っ
て
い
ま
す
。

職
員
数
は
、
庶
務
や
資
料
部
門
を
含
め
て
約
一
七
〇
人
で
す
。

広
範
な
調
査
要
求
に
応
ず
る
こ
と
が
可
能
な
の
は
、
当
館
が
国
の

中
央
図
書
館
と
し
て
収
集
・
所
蔵
し
て
い
る
内
外
の
膨
大
な
文
献
情

報
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
基
礎
に
国
会
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
す
。
調
査
及
び
立
法
考
査
局
に
は
、
そ
う
い
っ
た
文
献
情

報
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
最
新
の
情
報
技
術
を
も
駆
使
し
て
、
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
可
能
に
す
る
専
門
的
知
識
と
諸
言
語
に
堪
能
な
職
員

を
配
し
て
い
ま
す
。

三

国
会
議
員
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

１

調
査
要
求
の
現
状

国
会
議
員
の
要
求
に
基
づ
く
調
査
の
件
数
は
、
こ
の
一
〇
年
間
で
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日本国憲法制定の会議録検索システム
本年３月６日公開！

日本国憲法は､ 帝国憲法を ｢改正｣
して制定されました｡ 改正の論議は､
第90回帝国議会で行われました｡
この帝国憲法改正案を審議した本会
議および委員会の会議録について､ 衆
議院分は衆議院､ 貴族院分は参議院の
各ホームページですでに公開されてい
ます｡ しかし､ これらは文字情報のみ
で､ 会議録全体を検索する機能は付さ
れていません｡ また､ 会議録そのもの
の画像情報も添付されていません｡
これまで､ この質疑を検索する手段
は､ 清水伸編著 『逐条日本国憲法審議
録 (全３巻)』 (当館請求記号 323.4-
Si384n2) しかありませんでしたが､
このデータベースにより詳細な検索が
可能となります｡
ちなみに､ ３月６日は､ 政府が憲法
改正草案要綱を発表した日です｡
http://teikokugikai-i.ndl.go.jp



一
・
七
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。
平
成
一
六
年
度
の
処
理
件
数
三
万

四
、〇
〇
〇
件
は
、
史
上
最
高
の
記
録
で
す
。

回
答
期
限
も
短
期
化
の
傾
向
が
著
し
く
な
り
、｢

至
急｣

と

｢

当

日
中｣
で
全
体
の
四
三
％
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
、
依
頼
内
容
の
高
度
化
も
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

調
査
結
果
を
文
書
で
ま
と
め
た
調
査
報
告
、
議
員
と
の
面
談
、
会
議

参
加
な
ど
は
、
高
度
な
調
査
の
事
例
で
す
が
、
こ
の
う
ち
、
調
査
報

告
の
本
数
を
見
て
み
ま
す
と
、
一
〇
年
前
に
は
一
、一
一
〇
本
で
し

た
が
、
昨
年
度
は
三
、四
八
六
本
と
三
・
一
倍
に
な
り
ま
し
た
。

２

顧
客
の
ニ
ー
ズ
把
握

調
査
要
求
が
量
と
質
の
点
で
拡
大
し
て
ゆ
く
中
で
、
良
い
調
査
結

果
だ
と
思
う
も
の
を
提
供
し
て
も
評
価
が
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た

り
、
国
会
議
員
の
も
と
に
確
実
に
届
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
あ
る

い
は
国
会
議
員
の
求
め
る
も
の
に
適
切
に
答
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か

な
ど
の
疑
問
を
持
つ
こ
と
が
往
往
に
し
て
あ
り
ま
す
。

国
会
議
員
の
要
望
を
把
握
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
認
識
し
て
い

た
も
の
の
、
調
査
方
法
と
そ
の
規
模
、
実
施
時
期
設
定
の
困
難
さ
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
刊
行
物
に
つ
い
て
そ
の
内
容
を
問
う
ア
ン
ケ
ー

ト
も
実
施
し
ま
し
た
が
、
回
答
は
ご
く
一
部
の
議
員
か
ら
で
し
た
。

こ
う
し
て
、
ニ
ー
ズ
把
握
に
つ
い
て
は
、
長
ら
く
検
討
段
階
に
あ
り

ま
し
た
。

３

国
会
議
員
要
望
調
査

｢

案
ず
る
よ
り
産
む
は
易
し｣

の
格
言
も
あ
る
と
お
り
、
ま
ず
実

行
が
第
一
と
い
う
こ
と
で
、
平
成
一
七
年
度
に
国
会
議
員
の
要
望
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
査
は
、
七
月
一
九
日
か
ら
八
月
八
日
に
か
け
て
、
国
会
議
員
に

直
接
面
談
す
る
方
式
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
当
館
職
員
が
、
抽
出
し
た
一
〇
〇
名
の
国
会
議
員

(

衆

議
院
議
員
七
〇
名
、
参
議
院
議
員
三
〇
名)

の
議
員
会
館
事
務
所
を

訪
問
し
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
途
中
で
急
遽
、
衆
議
院
が
解
散
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
全
員
と
の
面
談
は
断
念
い
た
し
ま
し
た
が
、

四
七
名

(

衆
議
院
議
員
三
四
名
、
参
議
院
議
員
一
三
名)

か
ら
貴
重

な
要
望
等
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

538号／2006① 国立国会図書館月報― 9―

国会議員の要望調査
(諸外国の議会図書館の事例)

要望調査を実施できたのは､ 海外の議会
図書館との業務交流を通じて得た情報を大
いに参考にしたことによります｡
英国下院図書館では､ 市場調査コンサル
タントの助力を受けつつ､ 階層別に抽出し
た何人かの国会議員に対してアンケートを
送付､ または直接面談してインタビューす
る形式で利用者調査を行いました｡ その結
果､ 利用者が下院図書館に質問を依頼する
経路､ 下院図書館の調査サービスを使う理
由､ 調査サービスをどのように利用してい
るか等について詳細かつ具体的な知見を得
ることができたということです｡
また､ 米国議会調査局 (CRS) において

は調査局長が両院議員の７～８割と面談し
て要望調査を行ったそうです｡ さらに､ 昨
年11月の韓国国会図書館との業務交流では､
韓国でもアンケート調査を実施したばかり
であることが明らかになりました｡



①

依
頼
調
査

面
談
し
た
国
会
議
員
の
約
九
割
が
、
調
査
を
要
求
し
た
こ
と
が
あ

る
と
回
答
し
ま
し
た
。
評
価
さ
れ
た
点
は
、
調
査
の
中
立
性
・
客
観

性
に
加
え
、
配
送
サ
ー
ビ
ス
、
調
査
報
告
等
の
作
成
、
調
査
員
の
資

質
・
専
門
性
、
回
答
の
迅
速
性
な
ど
で
す
。
他
方
、
議
員
の
立
場
に

立
っ
た
政
策
立
案
・
政
策
提
言
・
代
案
提
示
を
行
う
こ
と
へ
の
要
望

や
、
担
当
者
の
顔
が
見
え
に
く
い
こ
と
へ
の
不
満
な
ど
も
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

②

予
測
調
査

調
査
員
が
国
政
審
議
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
事
項
に

つ
い
て
行
う
調
査
の
成
果
物
は
、
面
談
を
行
っ
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
議

員
に
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
、
時
宜
を
得
た
テ
ー
マ
を
簡
潔

に
ま
と
め
た
刊
行
物
に
対
し
て
特
に
好
意
的
な
評
価
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
刊
行
物
等
を
登
載
し
て
い
る
国
会
向
け

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

調
査
の
窓｣

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
い
て
利
用
方

法
等
を
広
報
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

③

来
館
利
用

当
館
本
館
六
階
に
あ
る
議
員
閲
覧
室
・
研
究
室
に
つ
い
て
は
、
面

談
し
た
議
員
の
約
八
割
が
利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
、
国
会
議
事
堂
内

の
国
会
分
館
に
つ
い
て
は
、
約
八
割
の
議
員
に
知
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
う
ち
約
六
割
が
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

四

国
会
サ
ー
ビ
ス
の
二
つ
の
方
向

１

国
会
サ
ー
ビ
ス
の
指
針

国
会
議
員
の
要
望
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
様
々
な
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
単
に
図
書
館
資
料
を
迅
速
に
届
け
る
だ
け

で
い
い
と
い
う
も
の
か
ら
、
政
策
の
選
択
肢
ま
で
提
示
し
て
ほ
し
い

と
い
う
も
の
ま
で
、
い
わ
ば
対
極
に
位
置
す
る
よ
う
な
様
々
な
要
望

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
幅
広
い
要
求
に
応
え
て
い
く
こ
と
は
、
当
館
に
課
せ
ら

れ
た
任
務
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
指
摘
さ
れ
た
の
は
、

高
度
な
調
査
を
求
め
る
声
で
し
た
。
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国会サービスの指針

� 立法府のブレーン
◇立法上・政策上の重要課題について､ 調査及び
立法考査局の有する広範な分野にわたる高度の調
査能力を活かした総合調査を積極的に推進します｡
◇納本制度等により収集した内外各種の資料・情
報を背景に､ 立法・政策立案の根拠となる客観的
かつ正確なデータを含む調査報告の提供に一層努
めます｡
◇個別の国政課題について客観的立場から分析・
評価等を行うことにより､ 議員への補佐・支援機
能の拡充を図ります｡
以上の高度な専門性に基づいた付加価値の高い
サービスを的確に遂行することにより､ ｢立法府
のブレーン｣ としての機能をさらに強化します｡

� 国会議員のための情報センター
◇議員の要求する資料・情報を迅速かつ的確に提
供する ｢議員のための情報センター｣ 機能を､ よ
り一層充実・強化します｡
◇議員がいつでも､ どこからでも必要な情報を即
座に入手できるよう､ ホームページ ｢調査の窓｣
の拡充に努めます｡



高
度
な
調
査
の
中
心

は
、
調
査
報
告
の
作
成
、

面
談
・
会
議
参
加
な
ど

の
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
で

す
。調

査
報
告
に
つ
い
て
、

グ
ラ
フ
で
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
そ
の
数
は
、

着
実
に
増
加
し
て
い
ま

す
。他

方
、
面
談
・
会
議

参
加
に
つ
い
て
は
、

五
〇
〇
件
前
後
の
横
ば

い
状
態
が
続
い
て
お
り
、

調
査
回
答
の
件
数
の
伸

び
に
比
例
し
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
近
年
、
十

分
に
行
っ
て
こ
な
か
っ

た
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を

勘
案
し
て
、
こ
れ
か
ら

国
会
サ
ー
ビ
ス
を
遂
行

す
る
上
で
目
指
す
べ
き

方
向
と
し
て
、
二
つ
の
方
向
を
設
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が

｢

国
会

サ
ー
ビ
ス
の
指
針｣

で
す
。

そ
の
第
一
が
、
専
門
的
調
査
機
能
の
強
化
・
充
実
を
図
り

｢

立
法

府
の
ブ
レ
ー
ン｣

と
し
て
機
能
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
、
基
本

的
な
情
報
を
提
供
す
る

｢

国
会
議
員
の
た
め
の
情
報
セ
ン
タ
ー｣

と

し
て
機
能
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

２

立
法
府
の
ブ
レ
ー
ン

｢

立
法
府
の
ブ
レ
ー
ン｣

と
は
、
国
会
議
員
ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た

付
加
価
値
の
高
い
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の

｢

ブ
レ
ー
ン｣

機
能
と
は
、
ま
ず
、
調
査
及
び
立
法
考
査
局

が
組
織
を
挙
げ
て
最
優
先
で
取
り
組
ん
で
い
る
総
合
調
査
が
あ
り
ま

す
。次

に
、
内
外
各
種
の
資
料
・
情
報
を
背
景
に
、
立
法
・
政
策
立
案

の
根
拠
と
な
る
客
観
的
か
つ
正
確
な
デ
ー
タ
を
含
む
調
査
報
告
の
作

成
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
個
別
の
国
政
課
題
に
つ
い
て
、
客
観
的
立
場
か
ら
分
析
・

評
価
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
会
議
員
を
補
佐
・
支
援
す
る
業
務

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
立
法
・
政
策
立
案
上
の
論
点
又
は
根
拠

を
提
供
す
る
と
い
う
点
で

｢

シ
ン
ク
タ
ン
ク｣

的
で
あ
り
、
ま
た
、

個
別
の
国
政
課
題
に
つ
い
て
国
会
議
員
を
補
佐
す
る
と
言
う
点
で

｢
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト｣

的
で
も
あ
っ
て
、
専
門
家

(

集
団)

＝
ブ
レ
ー

ン
と
し
て
の
力
量
が
問
わ
れ
る
業
務
で
す
。
こ
れ
ら
の
調
査
業
務
を

強
化
・
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
法
補
佐
機
関
と
し
て
の
信
頼
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面談・会議参加と調査報告作成の推移
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を
一
層
強
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

３

国
会
議
員
の
た
め
の
情
報
セ
ン
タ
ー

当
館
は
、
国
会
議
員
の
求
め
る
資
料
・
情
報
を
一
層
迅
速
か
つ
的

確
に
提
供
す
る
情
報
提
供
機
能
を
強
化
し
ま
す
。
当
館
が
所
蔵
し
活

用
し
う
る
資
料
・
情
報
を
駆
使
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
と
と
も

に
、
そ
の
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
国
会
議
員
の
利
便
を
最
大
限
に
考

慮
し
、
電
子
媒
体
の
活
用
を
含
む
最
も
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
追
求

し
ま
す
。

五

よ
り
よ
き
国
会
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
に

―
改
革
の
方
向
―

１

国
会
議
員
ニ
ー
ズ
へ
の
即
応
の
強
化

第
一
に
、
国
会
議
員
に
直
接
評
価
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
ま

す
。調

査
の
回
答
に
つ
い
て
は
、
面
談
重
視
で
臨
み
、
対
面
で
の
専
門

的
サ
ー
ビ
ス
を
一
層
強
化
し
ま
す
。
国
会
議
員
へ
の
業
務
説
明
・
利

用
案
内
に
つ
い
て
も
面
談
に
よ
り
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
予
測
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
、
概
要
説
明
会
を
開
催
す
る

な
ど
効
果
的
に
提
示
い
た
し
ま
す
。

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
た
め
に
は
、
常
に
要
望
を

把
握
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
要
望
調
査
を
適
切

な
規
模
で
計
画
的
に
実
施
し
ま
す
。

２

専
門
的
調
査
の
強
化

専
門
的
調
査
の
強
化
の
た
め
、
調
査
の
処
理
過
程
を
専
門
性
と
効

率
性
の
観
点
か
ら
再
構
築
し
ま
す
。

そ
の
う
え
で
専
門
的
調
査
の
特
色
を
今
ま
で
以
上
に
追
求
し
ま
す
。

そ
の
第
一
は
、
外
国
の
制
度
紹
介
、
外
国
と
の
制
度
比
較
な
ど
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
行
う
こ
と
で
す
。
外
国
の
立
法
情
報
の
紹
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立法府のブレーン

キャッチコピーについて､ 侃々諤々の議論をしました｡

知の集積としての ｢国会のシンクタンク｣､ 国会議員の

よき相談役としての ｢コンサルタント｣､ カタカナじゃな

く ｢国会の知恵袋｣ などなど…｡

その結果､ 決まったのが ｢立法府のブレーン｣ です｡ シ

ンクタンクのように既存のイメージを喚起しないというの

が大きな理由です｡

これは良いネーミングだ､ どうして誰も気づかなかった

のだろうと悦に入っていました｡ たまたま､ 国会の質疑を

データベース化した ｢国会会議録検索システム｣ を使う機

会があり､ 試しにこの語で検索したところ､ なんと､ すで

に使われた言葉でした｡

それも昭和23年２月のことです｡

当館の設立を定めた国立国会図書館法案の審議において､

当時の中村嘉壽衆議院図書館運営委員長は､ ｢図書館を設

けた眼目が､ 調査及び立法考査局であり､ 立法府のブレー

ンになる｣ と説明していました｡

したがって､ ｢立法府のブレーンになる｣ ことは､ 初心

に帰り､ 原点に戻って､ その任務を果たすことです｡



介
・
比
較
は
、
我
々
が
得
意
と
し
、
国
会
議
員
か
ら
も
最
も
期
待
さ

れ
、
評
価
さ
れ
て
い
る
分
野
で
す
。

第
二
に
、
付
加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
あ
る
い
は
全
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
普
及
は
、
調
査
環
境
を
一

変
さ
せ
ま
し
た
。
単
に
、
膨
大
な
資
料
群
の
中
か
ら
、
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
よ
る
検
索
で
資
料
を
選
び
、
そ
れ
を
複
写
し
、
あ
る
い
は
貸
し

出
す
と
い
っ
た
調
査
の
仕
方
で
は
、
国
会
の
立
法
活
動
を
補
佐
す
る

責
務
を
十
二
分
に
果
た
せ
な
い
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
高
度
な
検
索
技
術
に
加
え

て
、
そ
の
情
報
を
評
価
し
、
分
析
し
、
そ
れ
を
依
頼
者
の
求
め
る
形

に
再
構
成
す
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
能
力
を
駆
使
し
、
面
談
の
ほ
か
、
調
査
報
告
の
作
成
等
、

付
加
価
値
の
高
い
回
答
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

３

そ
の
実
現
の
た
め
に

右
の
二
つ
は
、
調
査
の
方
法
あ
る
い
は
回
答
方
式
の
改
善
で
す
。

も
う
一
つ
必
要
な
の
は
、
国
政
課
題
と
し
て
何
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
か
を
的
確
に
把
握
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
議
員
の
要
求
に
よ
る
調
査
と
自
発
的
調
査
と
の
架
橋

が
必
ず
し
も
適
切
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
と
え
ば
、
自
発
的
調
査
な
ど
の
諸
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
会
計
年

度
で
立
て
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
翌
年
一
月
に
召
集
さ
れ
る
常

会
の
開
会
と
は
九
か
月
の
ず
れ
が
存
在
し
、
常
会
へ
の
対
応
が
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
一
八
年
か
ら
、
自
発
的
に
予
測
し
て
行
う
調
査
に
関
す
る
計

画
な
ど
を
暦
年
に
改
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
調
査
の
課
題
設
定
も
組
織
的
か
つ
総
合
的
に
行
え
る
よ

う
に
分
析
手
法
を
改
め
ま
し
た
。
専
門
的
調
査
を
担
当
す
る
室
・
課

に
お
い
て
、
国
会
議
員
か
ら
の
調
査
依
頼
の
動
向
、
マ
ス
コ
ミ
等
の

動
向
、
各
政
党
の
政
策
、
府
省
等
の
動
き
な
ど
を
分
析
し
た
う
え
で
、

一
年
程
度
を
か
け
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
、
常
会
で
即
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
、
臨
時
会
に
対
応
す
べ
き
重
点
調
査
事
項
を
選
定

し
、
そ
れ
ら
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
、
刊
行
物
に
取
り
ま
と

め
る
と
し
た
な
ら
ど
の
媒
体
が
適
当
か
、
な
ど
を
策
定
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
調
査
要
求
へ
の
的
確
な
対
応
、
国
会
へ
の
時
宜
を

得
た
予
測
調
査
成
果
の
提
供
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、
よ
り
国
政
課

題
に
密
着
し
た
調
査
を
実
現
し
ま
す
。

｢

立
法
府
の
ブ
レ
ー
ン｣

｢

国
会
議
員
の
た
め
の
情
報
セ
ン
タ
ー｣

こ
れ
ら
を
目
指
し
て
、
調
査
及
び
立
法
考
査
局
は
、
国
会
分
館
を

は
じ
め
と
す
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
部
門
と
の
連
携
を
一
層
強
め
、
付

加
価
値
の
高
い
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
と
迅
速
な
資
料
・
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
所
存
で
す
。

(

文
責

調
査
及
び
立
法
考
査
局
調
査
企
画
課
長

齋さ
い

藤と
う

憲け
ん

司じ)
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｢
こ
ん
に
ち
は
、
国
立
国
会
図
書
館
調
査
局
資
料

配
送
サ
ー
ビ
ス
の
者
で
す
が｣

。
一
日
三
回
、
大
き

な
バ
ッ
グ
を
さ
げ
て
、
議
員
会
館
の
各
部
屋
を
回
っ

て
歩
く
人
た
ち
が
い
ま
す
。
調
査
及
び
立
法
考
査
局

か
ら
国
会
議
員
へ
の
調
査
回
答
や
、
貸
出
し
資
料
を

届
け
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
平
成
一
四
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
、
議
員
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
当
館

ま
で
足
を
運
ん
で
資
料
を
受
け
取
る
と

い
う
こ
と
が
一
般
的
で
し
た
。
し
か
し
、

世
の
中
な
べ
て
デ
リ
バ
リ
ー
の
時
代
、

多
忙
な
議
員
秘
書
の
手
間
を
少
し
で
も

省
き
、
迅
速
・
確
実
に
資
料
や
回
答
を

提
供
で
き
る
よ
う
に
と
、
国
立
国
会
図

書
館
始
ま
っ
て
以
来
の
配
送
業
務
が
開

始
さ
れ
た
の
で
す
。

当
初
は
い
ろ
い
ろ
不
安
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
以
来
四
年
間

の
ご
利
用
状
況
は
好
調
で
、
い
ま
で
は
調
査
回
答
の

六
、
七
割
を
配
送
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
昨
年

平
成
一
六
年
の
一
〇
月
か
ら
は
、
貸
し
出
し
た
資
料

の
回
収
も
始
め
ま
し
た
。
依
頼
者
は
、
当
館
に
出
向

く
こ
と
な
く
、
調
査
の
依
頼
か
ら
資
料
の
受
取
、
返

却
ま
で
が
可
能
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

資
料
配
送
お
よ
び
回
収
サ
ー
ビ
ス
は
、
国
会
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
課
が
管
理
・
運
営
し
て
い
ま
す
。
事
務
室
の

一
角
に
配
送
・
回
収
担
当
の
非
常
勤
職
員
の
席
が
あ

り
、
こ
こ
が
言
わ
ば
調
査
局
の
配
送
セ
ン
タ
ー
と
な
っ

て
い
ま
す
。
大
き
な
手
提
げ
鞄
、
車
輪
つ
き
の
バ
ッ

グ
、
台
車
、
コ
ン
テ
ナ
、
駅
員
さ
ん
が
切
符
に
押
す

よ
う
な
小
さ
な
は
ん
こ
な
ど
配
送
・
回
収
用
の
道
具

が
い
ろ
い
ろ
。
こ
こ
に
調
査
局
内
か
ら
、
配
送
す
べ

き
資
料
が
持
ち
込
ま
れ
て
、
仕
分
け
さ
れ
ま
す
。

配
送
便
は
一
日
三
回

(

午
前
一
回
、
午
後
二
回)

、

回
収
便
は
一
日
一
回
出
て
い
ま
す
が
、

出
発
間
際
に
な
る
と
、
配
送
セ
ン
タ
ー

は
に
わ
か
に
慌
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。

電
話
が
鳴
っ
て

｢

○
○
課
の
△
山
で

す
が
、
あ
と
二
、
三
分
で
資
料
持
っ

て
い
き
ま
す
ん
で
、
次
の
便
お
願
い

し
ま
〜
す
。｣

｢

え
〜
、
し
ょ
う
が
な

い
な
あ
、
早
く
持
っ
て
き
て
よ｣

と
、

こ
ん
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
り
、
資

料
の
入
っ
た
封
筒
を
手
に
息
せ
き
切
っ

て
駆
け
込
ん
で
く
る
調
査
員
が
い
た
り
。
そ
れ
で
も

何
と
か
準
備
完
了
、｢
行
っ
て
き
ま
〜
す｣

と
小
走

り
に
部
屋
を
出
て
行
く
担
当
者
。

も
ち
ろ
ん
荷
物
は
す
べ
て
、
国
政
審
議
に
必
要
な

大
切
な
資
料
で
す
か
ら
、
使
命
は
重
大
で
す
。
配
達

の
際
は
、
宛
先
を
間
違
え
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を

も
っ
て
、
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

(

国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課

運
送
屋)
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常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

第
一
四
一
回

な
ゐ
ふ
る

�
�
�
�
�
�
�
�

�

平
成
一
八
年
一
月
一
九
日

(

木)

か
ら

三
月
一
八
日

(

土)

ま
で

於

本
館
二
階
第
一
閲
覧
室
前

(

東
京
本
館)

詳
細
は
本
誌
五
三
七
号
ま
た
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

｢

ギ
ャ
ラ
リ
ー｣

の
な
か
に
あ
る

｢

常
設
展
示｣

の
コ
ー
ナ
ー
に
、
展
示
資
料
一
覧
と
簡
単
な
解
説

文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。(h

ttp
:/

/
w

w
w

.n
d
l.g

o
.

jp
/
jp

/
g

a
llery

/
p
erm

a
n

en
t/

in
d
ex

.h
tm

l)

巻
末
に
こ
の
展
示
会
に
関
連
し
た
コ
ラ
ム

｢

本

を
魅
せ
る

常
設
展
示
案
内｣

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
誌
五
三
七
号
で
は
、
展
示
期
間
を

｢

平
成
一
八
年
一
月
一
九
日

(

木)

か
ら
三
月

一
四
日

(

火)

ま
で｣

と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

｢

平
成
一
八
年
一
月
一
九
日

(

木)

か
ら
三
月

一
八
日

(

土)

ま
で｣

と
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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国立国会図書館は､ 昭和23年の創立以来､ 国立国会図書館法に定められた

｢納本制度｣ により､ 国内の出版物を広く収集し､ 国政審議に役立て､ また

図書館資料として多くの方々に利用していただくとともに､ 文化財として永

く後世に残し伝えていく役割を担っております｡

納本制度により､ 立法・行政・司法の国の機関､ 地方公共団体､ 独立行政

法人等の出版物のほか､ 民間における出版物が納入されておりますが､ この

うち民間出版物､ 特に通常の流通ルートにのらない出版物については､ 出版

の事実の把握に困難な場合が多いため､ 納本までに時間がかかってしまうこ

とや､ 最悪の場合には納本漏れになってしまうケースも少なくありません｡

すでに第二次世界大戦終結から60年がたち､ 今後は､ 戦後に誕生した企業

や団体が次々に創立の節目の年を迎えることと思われます｡ つきましては､

これら企業・団体が､ 社史・団体史等を刊行される場合は､ ぜひ国立国会図

書館にご一報いただきますようお願いいたします｡ 当館からあらためて納本

に関するご案内をさせていただきます｡

戦後日本を支えた多くの企業・団体の歴史は､ 経営史､ 産業史の側面にと

どまらず､ 社会史､ 文化史の面からも貴重な資料です｡ ぜひ関係者の皆様の

ご理解とご協力を賜りますよう､ お願いいたします｡

また､ 既に社史・団体史を刊行され､ 国立国会図書館に所蔵が無いことを

お知りになった場合*にも､ ご連絡いただければ幸いです｡

本件に関する問い合わせ先

収集部国内資料課民間納本係

TEL 03-3581-2331 内線 24222 24223

E-mail nouhon@ndl.go.jp

(国立国会図書館 収集部)

――――――――――――――――――――――――――――――――――

＊国立国会図書館ホームページから NDL-OPACを検索いただきますと､ 国立国会図

書館における所蔵の有無が確かめられます｡ (→http://www.ndl.go.jp)
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平
成
一
七
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
行
政
・
司
法
各
部
門
支
部
図
書
館
長
と
の
懇
談
会

平
成
一
七
年
一
一
月
二
九
日
、
国
立
国
会
図
書
館

(

東
京
本
館)

に
お
い
て
、
今
年
度
の
標
記
懇
談
会
を
実
施
し
た
。
黒
澤
国
立
国
会

図
書
館
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
中
央
館
か
ら
二
件
、
支
部
図
書
館
か

ら
一
件
の
報
告
を
行
い
、
そ
の
後
、
質
疑
・
懇
談
を
行
っ
た
。

中
央
館
か
ら
は
、
ま
ず
戸
澤
総
務
部
司
書
監
が
、｢

支
部
図
書
館

活
動
の
今
後
に
向
け
て｣

と
題
す
る
報
告
を
行
っ
た
。
当
館
お
よ
び

支
部
図
書
館
制
度
の
概
要
と
現
在
支
部
図
書
館
が
置
か
れ
て
い
る
状

況
の
説
明
の
後
、
今
後
の
取
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
提
言
を
行
っ

た
。
続
い
て
塚
本
総
務
部
副
部
長
が

｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
収
集

の
制
度
化
に
つ
い
て
―W

A
R

P

に
続
く
も
の｣
と
題
し
、
こ
の
課

題
に
つ
い
て
の
現
在
の
検
討
状
況
を
報
告
し
た
。

支
部
図
書
館
か
ら
は
、
山
�
支
部
会
計
検
査
院
図
書
館
長
が
、

｢

支
部
会
計
検
査
院
図
書
館
―
そ
の
現
状
と
課
題｣

と
題
す
る
報
告

を
行
っ
た
。
特
に
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
業
務
効
率
化
の
効
果
に
つ

い
て
紹
介
が
あ
り
、
移
転
に
伴
う
課
題
と
図
書
館
広
報
の
重
要
性
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

引
き
続
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
制
度
的

収
集
の
報
告
に
関
し
て
、
膨
大
な
デ
ー
タ
の
提
供
が
シ
ス
テ
ム
的
に

可
能
か
、
当
館
が
収
集
蓄
積
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
刊
行
物
の
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
を
容
量
的
に
全
部
掲
載
で
き
な
い
場
合
、
自
館
の
サ
イ
ト

で
は
検
索
機
能
の
み
提
供
し
、
本
文
は
当
館
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
誘
導

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
等
の
質
問
が
あ
っ
た
。

懇
談
で
は
、
人
事
院
図
書
館
か
ら
支
部
図
書
館
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
に
つ
い
て
は
厳
し
い
も
の
が
あ
る
が
、

組
織
内
の
職
員
に
対
す
る
広
報
を
工
夫
す
る

こ
と
に
よ
り
利
用
を
増
加
さ
せ
た
、
図
書
館

に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
を
期
待
と
と
ら
え
、
職

員
に
ク
レ
ー
ム
大
歓
迎
と
い
う
気
持
ち
を
持

た
せ
る
こ
と
が
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
と
い

う
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
農
林
水
産
省
図

書
館
か
ら
時
間
外
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対
応
を

工
夫
し
て
い
る
事
例
が
報
告
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
農
林
水
産
試
験
研
究
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
集
約
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
情
報
提
供
す
る
農
学
情

報
資
源
シ
ス
テ
ム

｢
A

G
R

O
P

E
D

IA
｣

の

紹
介
が
あ
り
、
参
加
者
の
関
心
を
集
め
た
。

最
後
に
安
江
副
館
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
閉
会
し
た
。

(
総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課)
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平

成

一

七

年

度

科

学

技

術

資

料

研

修

国

立

国

会

図

書

館

の

所

蔵

資

料

を

中

心

に

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
平
成
一
七
年
一
一
月
一
七
日
、
一
八
日

の
二
日
間
、
関
西
館
に
お
い
て
、
平
成
一
七
年
度
科
学
技
術
資
料
研

修
を
実
施
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
科
学
技
術
資
料
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
の
習
得

を
目
的
と
し
て
、
当
館
の
所
蔵
す
る
科
学
技
術
資
料
の
う
ち
、
文
部

科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
博
士
論
文
、
学
術

会
議
資
料

(

欧
文
会
議
録
・
学
協
会
ペ
ー
パ
ー)

、
規
格
資
料
、
テ

ク
ニ
カ
ル
リ
ポ
ー
ト
を
中
心
に
、
各
資
料
群
の
概
要
お
よ
び
検
索
方

法
に
つ
い
て
の
講
義
・
演
習
を
行
う
も
の
で
、
平
成
一
六
年
度
に
続

き
、
二
回
目
の
実
施
と
な
る
。
今
回
は
、
公
共
図
書
館
九
名
、
大
学

図
書
館
二
一
名
、
専
門
図
書
館
三
名
、
計
三
三
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

構
成
・
内
容
は
、
好
評
で
あ
っ
た
前
年
度
を
基
本
的
に
踏
襲
し
つ

つ
、
各
資
料
群
の
説
明
の
中
に
、
受
講
生
が
実
際
に
検
索
に
取
り
組

む
時
間
を
組
み
込
む
な
ど
、
よ
り
実
践
的
な
内
容
と
し
た
。

一
日
目
は
、
最
初
に

｢

科
学
技
術
資
料
概
論
―
国
立
国
会
図
書
館

に
お
け
る
収
集
・
利
用
―｣

と
題
し
て
、
主
題
情
報
部
科
学
技
術･

経
済
課
職
員
が
、
科
学
技
術
資
料
の
概
略
を
簡
単
に
紹
介
し
、
当
館

に
お
け
る
収
集
・
所
蔵
状
況
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
次
の

｢

科

学
技
術
資
料
各
論｣

で
は
、
関
西
館
資
料
部
文
献
提
供
課
職
員
四
名

が
、
各
資
料
群
に
つ
い
て
、
概
要
、
特
徴
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
‐
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
で

の
検
索
方
法
を
中
心
に
説
明
し
た
。
最
後
の

｢

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ツ
ー

ル
紹
介｣

で
は
、
科
学
技
術･

経
済
課
職
員
が
、
所
蔵
機
関
調
査
の

基
本
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
、
洋
雑
誌
の
場
合
を
例
に
と
っ
て
説
明
し
た

後
、
書
誌
事
項
の
確
認
や
所
蔵
機
関
調
査
に
役
立
つ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
ツ
ー
ル
を
、
検
索
例
を
示
し
な
が
ら
紹
介
し
た
。

二
日
目
午
前
は
、
神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館
情
報
サ
ー
ビ
ス
部
産

業
情
報
課
森
谷
芳
浩
主
任
司
書
を
講
師
に
迎
え
、｢

公
共
図
書
館
に

お
け
る
科
学
技
術
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
可
能
性｣

と
題
し
て
、
同
図
書

館
の
科
学
技
術
情
報
の
収
集
・
提
供
の
取
組
み
や
、
館
種
を
超
え
た

連
携
等
に
つ
い
て
報
告
い
た
だ
い
た
。
午
後
の

｢

科
学
技
術
資
料
の

調
査｣

で
は
、
研
修
の
ま
と
め
と
し
て
、
当
館
職
員
を
講
師
に
科
学

技
術
資
料
の
検
索
演
習
を
行
っ
た
。
実
例
を
も
と
に
作
成
し
た
課
題

を
、
講
義
で
説
明
し
た
ツ
ー
ル
等
を
使
い
解
決
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。

終
了
時
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、｢

各
科
目
と
も
密
度
の
濃

い
内
容
だ
っ
た｣

、｢

科
学
技
術
資
料
の
特
徴
か
ら
入
手
ま
で
体
系
的

に
学
べ
た｣

、｢

配
布
資
料
が
充
実
し
て
い
る｣

な
ど
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
、
研
修
全
体
、
演
習
を
含
む
各
科
目
に
つ
い
て
、
高
い
評
価
を

得
た
。

(

関
西
館
事
業
部
図
書
館
協
力
課)
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当
館
で
は
、
戦
前
か
ら

戦
後
に
か
け
て
の
政
治
史

上
で
重
要
な
役
割
を
果
た

し
た
人
物
か
ら
、
文
書
で

は
、
後
世
に
残
し
に
く
い

証
言
を
聴
取
す
る
目
的
で
、

昭
和
三
六
年
か
ら
六
二
年

ま
で
、
計
一
〇
人
の
方
を

対
象
に｢
政
治
談
話
録
音｣

を
実
施
し
、
こ
れ
ま
で
に

七
人
の
談
話
録
音
を
公
開

し
て
き
ま
し
た
。
今
回
あ

ら
た
に
公
開
し
た

｢

賀
屋

興
宣
政
治
談
話
録
音｣

は
、

昭
和
五
〇
年
一
一
月
か
ら

一
二
月
に
か
け
て
六
回
に

わ
た
り
、
ま
た

｢

市
川
房

枝
政
治
談
話
録
音｣

は
昭

和
五
三
年
三
月
と
五
月
の

二
回
収
録
し
た
も
の
で
す
。

両
談
話
録
音
は
、
本
年

一
月
一
三
日
よ
り
憲
政
資

料
室
に
お
い
て
利
用
に
供

し
て
い
ま
す
。
賀
屋
録
音

は
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

一
二
巻

(

約
一
一
時
間)

と
テ
ー
プ
か
ら
起
こ
し
た

速
記
録
二
冊

(

本
文
二
二
二
ペ
ー
ジ)

、
市
川
録
音

は
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
六
巻

(

約
六
時
間)

と
速
記
録

一
冊

(

本
文
一
一
三
ペ
ー
ジ)

で
の
ご
利
用
と
な
り

ま
す
。
録
音
テ
ー
プ
の
複
製
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
速

記
録
の
複
写
は
可
能
で
す
。

賀
屋
興
宣
氏

(

一
八
八
九
〜
一
九
七
七)

は
、
大

正
六
年
大
蔵
省
に
入
り
、
主
計
局
長
、
理
財
局
長
、

大
蔵
次
官
を
経
て
第
一
次
近
衛
内
閣
お
よ
び
東
条
内

閣
で
大
蔵
大
臣
を
務
め
ま
し
た
。
戦
後
、
衆
議
院
議

員
に
当
選
し
、
池
田
内
閣
の
法
務
大
臣
に
就
任
。
お

も
な
談
話
内
容
は
、
大
蔵
省
時
代
の
上
司
・
同
僚
の

思
い
出
、
海
軍
軍

縮
、
日
米
開
戦
に

至
る
ま
で
の
重
臣
・

閣
僚
の
動
向
や
戦

時
期
の
財
政
政
策

等
、
大
正
期
か
ら

戦
後
ま
で
の
政
局
・

財
政
・
軍
事
に
関

わ
る
回
想
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
市
川
房
枝
氏

(

一
八
九
三
〜
一
九
八
一)

は
、
小
学
校
教
員
、
新
聞
記
者
を
経
て
大
正
八
年
に

平
塚
ら
い
て
う
等
と
新
婦
人
協
会
を
結
成
。
米
国
よ

り
帰
国
後
の
大
正

一
三
年
に
婦
人
参

政
権
獲
得
期
成
同

盟
会
を
設
立
。
戦

後
は
日
本
婦
人
有

権
者
同
盟
会
長
、

参
議
院
議
員
を
務

め
、
女
性
の
地
位

向
上
や
政
治
浄
化

運
動
の
先
頭
に
立

ち
ま
し
た
。
お
も
な
談
話
内
容
は
、
婦
人
参
政
権
獲

得
運
動
、
新
婦
人
協
会
の
活
動
、
平
塚
ら
い
て
う
等

の
思
い
出
、
戦
時
中
の
活
動
等
、
大
正
期
か
ら
終
戦

ま
で
の
女
性
運
動
に
つ
い
て
の
回
想
と
な
っ
て
い
ま

す
。両

談
話
と
も
、
既
刊
の
回
顧
録
等
で
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
事
実
と
重
複
す
る
部
分
も
多
く
あ
り
ま
す

が
、
当
事
者
が
肉
声
で
、
対
談
者
の
質
問
に
答
え
る

形
式
は
、
執
筆
さ
れ
た
資
料
と
は
異
な
る
、
臨
場
感

溢
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
両

録
音
の
公
開
に
よ
り
、
未
公
開
の
談
話
録
音
は
、
平

成
二
三
年
に
公
開
予
定
の

｢

藤
山
愛
一
郎
政
治
談
話

録
音｣

(

昭
和
五
六
年
収
録
、
約
七
時
間)

を
残
す

の
み
と
な
り
ま
し
た
。(

主
題
情
報
部
政
治
史
料
課)
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国立国会図書館では､ プランゲ文庫に関する標記の公開セミナーを開催します｡

我が国が占領下にあった昭和20 (1945) 年から昭和24 (1949) 年の間､ 日本で刊行

されたすべての出版物は連合国最高司令官総司令部 (GHQ/SCAP) の検閲を受けて

いました｡ メリーランド大学教授ゴードン・W・プランゲは､ 検閲終了後､ これらの

出版物を譲り受け､ 母校メリーランド大学に寄贈しました｡ これがプランゲ文庫であ

り､ 1978年から同大学マッケルディン図書館で公開されています｡

当館では､ プランゲ文庫中の雑誌・新聞をすでにマイクロフィルム化して収集・公

開していますが､ 平成17年度から同文庫中の図書約71,000冊をマイクロフィルム化し

て収集する事業に着手しました｡ これを記念して､ 国内外の講師の方にプランゲ文庫

をめぐる最近の展開についてお話しいただきます｡

日時：平成18年２月16日 (木)

午後２時から午後５時まで (午後１時30分受付開始)

会場：国立国会図書館東京本館 新館３階大会議室

定員：70名 (先着順)

定員になり次第締め切ります｡ 当日の入場方法等については個別にご連絡い

たします｡

プログラム (演題はいずれも仮題)

① ｢開会にあたって―プランゲ文庫図書収集事業計画について―｣

岡田 三夫 (国立国会図書館主題情報部長)

② ｢プランゲ文庫の沿革と今後の計画｣ ＊逐次通訳付

デサダー・L・ビコー氏

(メリーランド大学マッケルディン図書館蔵書・特別貴重書部長)

③ ｢プランゲ文庫雑誌記事情報データベースの編纂について｣

山本 武利氏 (早稲田大学政治経済学術院教授)

④ ｢プランゲ文庫児童書目録編纂と児童書検閲について｣

谷 暎子氏 (北星学園大学文学部教授)

申込方法：E-mailで､ 氏名 (ふりがな) をご記入のうえ､ 下記あてにお申し込みくだ

さい｡ 参加費は無料です｡

申込締切：平成18年２月10日 (金)

申込み・問い合わせ先：

国立国会図書館 主題情報部 政治史料課

申込専用 E-mail prange@ndl.go.jp

TEL 03-3506-3376 (直通)
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染
型
紙

江
戸
〜
明
治
期
に
お
け
る
筑
後
柳
川

の
染
色
用
型
紙

江
崎
栄
一
編

二
〇
〇
四
・

一
二

二
八
九
頁

Ａ
４

(K
B

16-H
486)

紺
屋
町
。
こ
の
町
名
を
聞
い
て
、
皆
さ
ん
は
、
ど

の
土
地
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
こ

の
町
名
、
北
は
青
森
か
ら
南
は
宮
崎
ま
で
、
日
本
中

に
存
在
し
て
い
る
、
と
て
も
一
般
的
な
地
名
な
の
で

す
。
近
世
の
頃
、
各
地
の
城
下
町
に
お
い
て
、｢

紺

屋｣

、
す
な
わ
ち
染
物
を
職
業
と
す
る
人
々
が
集
ま
っ

て
住
ん
で
い
た
こ
と
の
名
残
で
も
あ
り
、
い
か
に
紺

屋
が
近
世
の
人
々
に
と
っ
て
身
近
な
も
の
だ
っ
た
か

と
い
う
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の

｢

紺｣

屋
と
い
う
名
が
表
す
と
お
り
、

当
時
、
庶
民
の
染
め
と
言
え
ば
、
藍
染
め
が
中
心
で

し
た
。
歴
史
に
登
場
し
た
当
初
は
高
価
だ
っ
た
藍
の

染
料
も
、
そ
の
製
造
技
法
な
ど
の
変
化
に
よ
り
、
広

く
普
及
す
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
生
活
に
欠
か
せ

な
い
色
と
な
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
同
じ
頃
、

同
じ
よ
う
に
庶
民
の
間
に
浸
透
し
た
の
が
、
型
染
め

と
呼
ば
れ
る
染
め
の
技
法
で
し
た
。
こ
の
技
法
は
、

布
の
上
に
文
様
を
彫
っ
た
型
紙
を
置
き
、
そ
の
上
か

ら
防
染
剤
で
あ
る
糊
な
ど
を
乗
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

防
染
剤
を
乗
せ
た
部
分
を
染
め
残
し
、
文
様
を
浮
か

び
上
が
ら
せ
る
方
法
の
こ
と
で
す
。
紺
屋
が
こ
の
型

染
め
を
行
う
に
あ
た
っ
て
と
て
も
大
切
に
し
た
の
が
、

文
様
の
決
め
手
と
な
る
型
紙
で
し
た
。

本
書
は
、
こ
の
型
紙
を
集
め
て
収
録
し
た
資
料
で

す
。
書
中
に
、
著
者
の
祖
先
が
福
岡
で
紺
屋
を
営
ん

で
い
た
と
あ
り
ま
す
。
本
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の

は
、
著
者
の
祖
先
の
紺
屋
が
、
そ
の
店
の
独
自
性
を

出
す
た
め
に
そ
ろ
え
た
型
紙
で
す
。
近
代
に
入
っ
て
、

和
装
が
日
常
着
で
は
な
く
な
っ
て
か
ら
、
多
く
の
紺

屋
が
廃
業
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
多
く
の
型
紙
が
廃

棄
さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
こ
の
著

者
の
家
の
よ
う
に
、
最
近
ま
で
良
い
保
存
状
態
で
型

紙
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
貴
重
な
こ

と
な
の
で
す
。

本
書
の
中
で
、
著
者
は
一
、二
〇
〇
枚
以
上
残
っ

て
い
た
伝
来
の
型
紙
か
ら
、
お
よ
そ
九
〇
〇
枚
を
選

び
、
小
紋
、
小
紋
中
型
、
中
型
、
絣
、
絞
、
追
掛
型

と
い
っ
た
、
文
様
の
大
き
さ
や
種
類
で
分
類
し
て
掲

載
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
様
さ
に
も
驚
か
さ
れ
ま
す

が
、
な
か
で
も
圧
巻
な
の
は
、
追
掛
型
の
型
紙
と
そ

れ
ら
の
型
紙
を
著
者
が
合
成
し
た
写
真
で
す
。

追
掛
型
と
は
、
何
枚
か
の
型
紙
を
組
み
合
わ
せ
て

使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
文
様
や
絵
柄
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
型
紙
の
種

類
を
指
し
ま
す
。
例
え
ば
、
白
地
に
紺
の
点
を
浮
か

べ
よ
う
と
す
る
と
、
白
地
の
部
分
は
、
防
染
剤
を
置

く
た
め
に
切
り
抜
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し

こ
の
と
き
、
一
枚
の
型
紙
で
用
を
足
そ
う
と
す
る
と
、

点
の
部
分
の
紙
が
ば
ら
ば
ら
に
切
り
離
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
に
な
り
、
型
紙
と
し
て
使
用
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
で
は
、
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
縦
縞
、
横
縞
に
彫
っ
た
二
枚
の
型
紙
を
用

意
し
、
一
枚
目
を
置
い
て
防
染
剤
を
乗
せ
、
そ
の
一

枚
を
除
い
た
後
、
続
い
て
二
枚
目
を
置
い
て
防
染
剤
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を
乗
せ
れ
ば
、
そ
の
縞
の
重
な
っ
た
部
分
だ
け
に
、

防
染
剤
が
乗
ら
ず
、
染
料
が
染
み
込
み
、
白
地
に
紺

の
点
の
文
様
が
染
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
複
数
の
型
紙
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
枚
の
型
紙
で
は
染
め
ら
れ
な
い
文
様
を
染
め
る
の

で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
実
際
の
追
掛
型
の
型
紙
は
そ
の
よ
う

な
簡
単
な
作
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
描
か
れ
た
絵
柄

を
型
染
め
で
再
現
す
る
た
め
に
は
、
一
枚
の
絵
を
効

率
よ
く
、
複
数
の
型
紙
に
分
解
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
型
紙
を
模
様
が
ず
れ
な

い
よ
う
に
正
確
に
貼
っ
て
い
く
、
紺
屋
の
熟
練
し
た

緻
密
な
技
術
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
染
め
技
法
に

は
、
文
様
の
完
成
図
の
見
事
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

型
染
め
な
ら
で
は
の
技
の
魅
力
が
集
約
さ
れ
て
い
る

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
本
書
で
は
、
残
さ
れ
た
型
紙

を
手
が
か
り
に
、
著
者
が
組
合
せ
を
再
現
し
た
追
掛

型
の
型
紙
が
一
五
〇
組
三
五
九
枚
も
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。
多
い
も
の
で
は
四
枚
も
の
型
紙
を
組
み
合
わ

せ
て
成
立
す
る
文
様
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
見
、

何
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
型
紙
の
一
枚

一
枚
が
組
み
合
わ
さ
る
こ
と
で
、
時
に
は
優
雅
で
繊

細
な
、
時
に
は
躍
動
感
あ
ふ
れ
た
勢
い
の
あ
る
、
時

に
は
艶
や
か
で
豪
奢
な
、
見
事
な
一
枚
の
絵
と
し
て

立
ち
現
れ
て
く
る
様
は
感
動
的
で
す
。

な
お
、
当
時
の
型
紙
に
は
、
和
紙
を
柿
渋
で
加
工

し
た
型
地
紙
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
書
に
は
、

型
紙
の
写
真
の
他
に
、
実
際
の
型
地
紙
そ
の
も
の
も

同
封
さ
れ
て
お
り
、
質
感
ま
で
も
実
感
で
き
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
お
き
ま
す
。

庶
民
の
生
活
に
浸
透
し
て
い
た
、
あ
り
ふ
れ
た
も

の
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
失
わ
れ
や
す
く
、
ま
た
そ
れ

ゆ
え
に
貴
重
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
か
を
保
存

す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
者
に
と
っ
て
、
切
実

な
現
実
で
す
。
本
書
の
著
者
は
、
自
分
が
染
色
の
専

門
家
で
は
な
い
こ
と
を
重
ね
て
述
べ
て
お
り
、
ま
た

本
書
が
あ
く
ま
で
特
定
の
地
域
の
記
録
で
あ
る
こ
と

は
否
め
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
土
地
土
地
の
型
紙
を
訪

ね
歩
い
て
い
る
研
究
者
に
と
っ
て
、
そ
の
土
地
に
長

く
暮
ら
し
て
い
る
家
に
古
く
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
、

そ
の
家
独
自
の
型
紙
を
、
そ
の
ま
ま
に
数
多
く
収
録

し
て
い
る
本
書
ほ
ど
、
理
想
的
な
一
次
資
料
は
あ
り

ま
せ
ん
。
失
わ
れ
が
ち
な
庶
民
の
偉
大
な
デ
ザ
イ
ン

で
あ
る
型
紙
を
、
丹
念
に
拾
い
上
げ
、
残
そ
う
と
す

る
著
者
の
志
と
努
力
に
敬
意
を
払
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

(

伊い

藤と
う

直な
お

美み)

�
�

�
�

お
も
な
人
事

元
職
員
に
対
す
る
叙
位

元
職
員
に
対
し
左
記
の
と
お
り
叙
位
が
あ
っ
た

記

(

元
参
事)

佐
々
木
信
雄

従
五
位
に
叙
す
る

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
付
け

職
員
の
退
職

(

退
職
時
部
局)

主
題
情
報
部

司

書

星

健
一

平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
付
け
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第
二
五
回
日
中
業
務
交
流
の
終
了
に
つ
い

て一
一
月
二
二
日
か
ら
二
九
日
ま
で
、
当
館
代
表

団
が
北
京
の
中
国
国
家
図
書
館
を
訪
問
し
、

第
二
五
回
日
中
業
務
交
流
を
行
っ
た
。
今
回
の
代

表
団
は
村
上
正
志
書
誌
部
長
を
団
長
と
し
、

岡
村
光
章
収
集
部
収
集
企
画
課
長
、
長
谷
川
俊
介

主
題
情
報
部
科
学
技
術
・
経
済
課
長
、
武
藤
寿
行

関
西
館
事
業
部
電
子
図
書
館
課
長
、
村
上
か
お
り

総
務
部
支
部
図
書
館
・
協
力
課
協
力
係
長

(
通
訳)

の
計
五
名
で
あ
る
。

業
務
交
流
は
、
テ
ー
マ
を

｢

デ
ジ
タ
ル
資
源
の

収
集
・
保
存
・
提
供｣

と
し
て
、
当
館
か
ら
は

｢

国
立
国
会
図
書
館
に
お
け
る
電
子
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
現
状
と
将
来｣

と
題
す
る
基
調
報
告
と
、

｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
の
収
集
・
利
用
に
関
す

る
制
度
化
の
考
え
方
に
つ
い
て｣

｢

電
子
情
報
の

長
期
的
保
存
―
国
立
図
書
館
の
新
た
な
る
挑
戦
―｣

の
二
件
の
サ
ブ
テ
ー
マ
報
告
、
中
国
側
か
ら
は

｢

音
声
・
画
像
と
デ
ジ
タ
ル
文
献
の
永
久
保
存｣

と
題
す
る
基
調
報
告
と
、｢

中
国
国
家
図
書
館
に

お
け
る
電
子
情
報
資
源
の
収
集｣

｢

中
国
国
家
図

書
館
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
資
源
の
利
用｣

の
二
件

NDL news当館の最近の動き

の
サ
ブ
テ
ー
マ
報
告
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
代
表
団
は
、
中
国
国
家
図
書
館
分
館
で
も

業
務
交
流
を
行
い
、
分
館
で
実
施
し
て
い
る

｢

デ
ジ

タ
ル
地
方
志｣

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、
意
見
交
換
し
た
ほ
か
、
清
華
大
学
図
書
館
、
清

華
同
方
公
司
本
部
お
よ
び
デ
ー
タ
加
工
セ
ン
タ
ー
、

首
都
図
書
館

(

以
上
北
京)

、
上
海
図
書
館
を
視
察

し
た
。

詳
細
な
記
録
が
本
誌
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。

平
成
一
七
年
度
ア
ジ
ア
情
報
研
修
の
開
催

ア
ジ
ア
情
報
関
連
業
務
を
担
当
す
る
公
共
・
大
学
・

専
門
図
書
館
員
を
対
象
と
し
て
、
標
記
研
修
を
一
一

月
二
四
日
お
よ
び
二
五
日
に
開
催
し
た(

於
関
西
館
・

参
加
者
数
二
一
名)

。
こ
の
研
修
は
、
当
館
が
行
う

ア
ジ
ア
情
報
関
連
の
図
書
館
協
力
業
務
の
進
展
を
図

る
と
と
も
に
、
国
内
図
書
館
に
お
け
る
ア
ジ
ア
情
報

に
か
か
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
一
四
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
る
。

今
年
度
は
、｢

東
ア
ジ
ア
情
報
の
検
索
と
情
報
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応｣

を
テ
ー
マ
と
し
た
。
一
日
目
は
、

｢

日
韓
学
術
書
籍
の
相
互
流
通
―
過
去
・
現
在
、
今

後
の
展
望
―
日
本
語
と
共
に
歩
ん
だ
一
韓
国
書
店
人

の
四
五
年｣

、｢

環
日
本
海
関
係
資
料
・
情
報
の
提
供｣

に
つ
い
て
外
部
講
師
に
よ
る
講
義
の
後
、
当
館
ア
ジ

ア
情
報
課
か
ら
、｢

ア
ジ
ア
情
報
検
索
入
門
―
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
を
中
心
に｣

と
題
し
た
報
告
を
行
っ

た
。
二
日
目
は
、｢

韓

国
史
研
究
・
教
育
の
社

会
資
本
―
大
学
・
学
会
・

ツ
ー
ル｣

、｢

漢
籍
の
扱

い
方
―
日
本
に
お
け
る

漢
籍
を
中
心
に｣

に
つ

い
て
外
部
講
師
の
講
義

を
行
っ
た
。

研
修
終
了
時
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
の
研
修
全
体

の
評
価
は
総
じ
て
高
く
、
内
容
に
つ
い
て
も
業
務
の

役
に
立
つ
と
好
評
で
あ
っ
た
。

韓
国
国
会
図
書
館
と
の
第
三
回
業
務
交
流
の

終
了
に
つ
い
て

一
一
月
二
八
日
か
ら
一
二
月
四
日
ま
で
、
韓
国
国

会
図
書
館
訪
日
団
を
当
館
に
招
へ
い
し
、
第
三
回
業

務
交
流
を
開
催
し
た
。
今
回
は
イ
・
ヒ
ョ
ン
チ
ュ
ル

(

李
鉉
出)

立
法
電
子
情
報
室
立
法
調
査
一
課
立
法

情
報
研
究
官

(

政
治
担
当)

、
パ
ク
・
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
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が
出
席
し
た
。

こ
れ
は
科
学
技
術
担
当
省
傘
下
の
情
報
セ
ン
タ
ー

の
協
力
体
制
構
築
を
目
的
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

科
学
技
術
振
興
機
構

(

Ｊ
Ｓ
Ｔ)

が
主
催
し
、
年
一

回
ず
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
と
し
て
の
研
修
を
行
う
。
参
加
国
は
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
、
ベ
ト

ナ
ム
、
日
本
の
六
か
国
で
あ
る
。

今
回
の
基
調
講
演
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ
バ
ン
コ
ク
事

務
所
のC

liv
e

W
in

g

氏
が
行
い
、
無
料
オ
ン
ラ
イ

ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
開
発
の
重
要
性

に
つ
い
て
を
公
開
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
例
も
含
め

て
報
告
し
た
。

参
加
各
国
か
ら
は
、
科
学
技
術
系
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
状
況
と
、
自
国
の
サ
イ
ト
を

リ
ス
ト
に
し
て
報
告
し
た
。
当
館
か
ら
は
ア
ジ
ア
情

報
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
コ
ン
テ
ン
ツ

｢A
sia

L
in

k
s｣

に
つ
い
て
の
報
告
を
行
っ
た
。

今
後
の
取
組
み
と
し
て
、
集
ま
っ
た
膨
大
な
コ
ン

テ
ン
ツ
を
参
加
機
関
同
士
で
共
有
す
る
た
め
、
大
ま

か
に
分
類
し
、
メ
タ
デ
ー
タ
を
付
与
し
て
整
理
し
な

が
ら
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
開
発
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
情
報
交
換
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
終
了
し
た
。

ン
(

朴
鍾
賢)

立
法
電
子
情
報
室
立
法
調
査
二
課

立
法
情
報
研
究
官

(

金
融
担
当)

の
二
名
が
来
日

し
た
。

｢

顧
客
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
サ
ー
ビ
ス
の
改
善｣

｢

電
子
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
新
展
開｣

を
テ
ー

マ
と
し
て
行
わ
れ
た
業
務
交
流
で
は
、
両
館
の
報

告
に
引
き
続
き
、
活
発
に
質
疑
応
答
・
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
両
研
究
官
は
、
専
門
分
野
を
同
じ
く
す

る
当
館
調
査
員
と
、
調
査
方
法
や
調
査
上
の
問
題

点
等
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。

な
お
、
訪
日
団
は
、
東
京
都
議
会
、
早
稲
田
大

学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研
究
所
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

等
を
見
学
し
た
。

詳
細
な
記
録
が
本
誌
三
月
号
に
掲
載
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

第
七
回C

O
-E

X
IS

T
-S

E
A
(

東
南
ア
ジ

ア
科
学
技
術
情
報
の
経
験
・
専
門
知
識
交

換
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム)

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

標
記
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
一
一
月
二
九
日
か

ら
三
〇
日
ま
で
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ

た
。
当
館
か
ら
の
参
加
は
今
回
が
初
め
て
で
、

小
笠
原
綾
関
西
館
資
料
部
ア
ジ
ア
情
報
課
副
主
査

公
開
セ
ミ
ナ
ー

｢

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波

に
よ
る
文
書
遺
産
の
被
災
と
復
興
支
援｣

の

終
了

平
成
一
七
年
一
二
月
六
日
、
当
館

(

東
京
本
館)

に
お
い
て
、
標
記
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
一
六
八
名

の
参
加
者
を
得
た
。
こ
れ
は
、
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
ス
マ
ト
ラ

沖
地
震
・
津
波
の

発
生
か
ら
一
年
が

経
つ
の
を
機
に
、

文
書
遺
産
の
保
護

の
た
め
の
災
害
予

防
や
復
興
支
援
の

あ
り
方
を
議
論
す

る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

被
災
国
で
あ
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
お

よ
び
ス
リ
ラ
ン
カ

の
国
立
図
書
館
長

か
ら
、
現
地
に
お
け
る
被
災
・
復
興
状
況
の
報
告
が

あ
っ
た
後
、
支
援
側
と
し
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｌ
Ａ
／
Ｐ
Ａ
Ｃ

NDL news 当館の最近の動き



参
考
書
誌
研
究

第
六
三
号

Ａ
５

二
八
六
頁

■
｢

小
野
蘭
山
寛
政
七
年
書
簡
下
書｣

付

｢

範
塾
軌｣

■
米
国
に
お
け
る
日
本
近
現
代
政
治
関
係
の
個
人
史

料
―
フ
ー
バ
ー
研
究
所
文
書
館
等
を
訪
問
し
て
―

■
イ
ブ
ラ
ー
ヒ
ー
ム
・
ミ
ュ
テ
フ
ェ
ッ
リ
カ
の
人
と

業
績
―
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
語
に
よ
る
金
属
活
字

印
刷
事
業
を
中
心
に
―

■
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵

Ｇ
Ｈ
Ｑ
／

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
資
料
所
収
日
本
国
憲
法
関
係
資
料
書
誌

■
中
国
詩
詞
翻
訳
索
引

Ｖ

先
秦
〜
隋
代

■

(

電
子
展
示
会
余
録)

イ
ン
キ
ュ
ナ
ブ
ラ
―
西
洋

印
刷
術
の
黎
明
―

■

(

探
訪
記)

大
阪
音
楽
大
学
付
属
図
書
館
、
音
楽

博
物
館

半
年
刊

三
、一
五
〇
円

(

日)

外
国
の
立
法

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説

第
二
二
六
号

Ａ
４

一
七
〇
頁

【
翻
訳
・
解
説
】

■
２
０
０
４
年
万
人
の
た
め
の
司
法
手
続
法
―
犯
罪

被
害
者
の
権
利
を
確
立
し
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
の
充
実

を
図
る
た
め
の
米
国
の
法
律

■
英
国
２
０
０
５
年
テ
ロ
リ
ズ
ム
防
止
法

■
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
振
興

等
に
関
す
る
法
律
の
成
立

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
資
源
の
国
家
的
収
集
―
ド

イ
ツ
国
立
図
書
館
法
案

■
韓
国
の
女
性
関
連
法
制
―
男
女
平
等
の
実
現
に
向

け
て
―

【
短
信
】

■
ア
メ
リ
カ

胚
性
幹
細
胞

(

Ｅ
Ｓ
細
胞)

研
究
助

成
金
緩
和
法
案
の
審
議

■
ア
メ
リ
カ

連
邦
最
高
裁
判
所
判
事
の
人
事
を
め

ぐ
っ
て
―
ロ
バ
ー
ツ
判
事
の
指
名
ま
で
の
動
き
―

■
カ
ナ
ダ

国
際
政
策
綱
領
―
カ
ナ
ダ
外
交
の
復
活

を
目
指
し
て

■
ロ
シ
ア

経
済
特
区
法
の
制
定
―
国
内
産
業
の
育
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国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

の
国
際
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー

(
国
立
国
会
図
書
館)

か
ら
今
回
の
災
害
へ
の
対

応
、
活
動
紹
介
、
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
、
オ
セ
ア
ニ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域
セ
ン
タ
ー

か
ら
も
コ
メ
ン
ト
が
発
表
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
現

地
で
実
際
に
被
災
文
書
の
修
復
活
動
に
あ
た
ら
れ
、

現
在
も
活
動
中
の
坂
本
勇
氏
か
ら
、
講
演
原
稿
の

代
読
と
い
う
形
で
報
告
が
行
わ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
の
詳
細
は
、
本
誌
四
月
号
に
掲
載
予

定
で
あ
る
。

第
八
回
国
際
ア
ジ
ア
電
子
図
書
館
会
議

一
二
月
一
三
日
か
ら
一
五
日
ま
で
、
タ
イ
・
バ

ン
コ
ク
で
、｢

計
画
の
実
行
と
経
験
の
共
有｣

を

テ
ー
マ
と
し
て
標
記
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
二
〇

か
国
以
上
か
ら
約
二
〇
〇
名
が
参
加
し
、
当
館
か

ら
は
中
尾
康
朗
関
西
館
事
業
部
電
子
図
書
館
課
資

料
電
子
化
係
長
が
出
席
し
た
。

今
回
で
八
回
目
を
迎
え
る
こ
の
会
議
は
、

一
九
九
八
年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
図
書
館
情

報
学
や
計
算
機
科
学
、
情
報
科
学
な
ど
多
様
な
領

域
の
研
究
者
や
教
育
者
、
専
門
家
同
士
の
知
の
共

有
を
目
的
と
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る
。
今
回
の

会
議
で
は
、
電
子
図
書
館
の
概
念
モ
デ
ル
・
事
例

NDL news当館の最近の動き

研
究
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
博
物
館
、
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ア
ジ
ア
関
連
の
電
子
図
書

館
、
電
子
図
書
館
の
協
同
構
築
、
情
報
検
索
技
術
、

オ
ン
ト
ロ
ジ
ー
と
コ
ン
テ
ン
ツ
管
理
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー

ス
、
メ
タ
デ
ー
タ
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
電
子
図
書
館

関
連
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
多
数
の
研
究
報
告
が
行
わ

れ
た
。
最
後
に
来
年
の
こ
の
会
議
が
日
本

(

京
都)

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て
閉
幕
し
た
。
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向
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■
ベ
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政
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の
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方
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を
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し
て
―

季
刊

一
、七
八
五
円

(

紀)

(IS
B

N
4-87582-625-7)

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

第
六
五
九
号

Ａ
４

一
〇
五
頁

■
国
民
経
済
計
算
と
一
次
統
計

■
米
国
の
住
宅
金
融
機
関
の
問
題
点
と
規
制
強
化
の

動
き

■
開
発
援
助
に
お
け
る
結
果
重
視
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

■
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
国
民
投
票
法
制

■
戦
後
の
補
欠
選
挙

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)

538号／2006① 国立国会図書館月報― 25―

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
中
央
区
新
川
一

一
一

一
四

(

日)

日
本
図
書
館
協
会(

〒104
-0033

)

〇
三(

三
五
二
三)

〇
八
一
二

東
京
都
渋
谷
区
東
三

一
三

一
一

(

紀)

紀
伊
國
屋
書
店(

〒150
-8513

)

〇
三(

五
四
六
九)

五
九
一
八

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(

有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(

〒140
-0004

)

〇
三(

五
四
七
九)

八
七
二
一

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。

東京本館および関西館の

資料整理休館日の臨時変更について

閲覧関係システム機器等のネットワークの移行作業に伴い､ 次の

とおり､ 東京本館および関西館の資料整理休館日を臨時変更いたし

ます｡ 利用者の皆様にはご不便をおかけしますが､ お間違えのない

ようにお願いいたします｡

変更内容

平成18年３月15日(水) は開館し､ 同年３月20日(月) を臨時資料

整理休館日とします｡

お 知 ら せ

平成 18 年３月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

５ 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

は休館日



ス化にもいち早く取り組みました｡ 科学技術資料の関西館への移動も､ このようなサー

ビス向上の考えに沿ったものでした｡

納本図書館でもある NDLは､ 毎年大量の資料を受け入れるため､ 平成13年度には､

収蔵能力1,200万冊の書庫もほぼ満架になりました｡ そこで､ 新しい書庫スペースの確

保と新しい時代に対応したサービスを展開する拠点づくりのために､ 平成14年に関西

館を設立し､ その目玉の一つとして､ 科学技術資料を東京から移送しました｡
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関西館に科学技術資料を配置するにあたって考えられたコンセプトは､ まず､ 非来

館型の機能を持った施設とするということでした｡ 従来の来館中心のサービス方式で

は､ 関東地域以外の利用者の情報要求にこたえるのが難しかったことへの打開策とし

て､ 全国の利用者が直接来館しなくても遠隔地から情報資源に容易にアクセスできる

ことを可能にしようということでした｡ また､ それと同時に､ 関西文化学術研究都市

に立地する利点を生かして､ 関西地域の研究開発支援ができる大型情報提供施設とし

ての機能を持たせることも重要なコンセプトの一つでした｡

遠隔利用のしくみとしては､ NDLホームページに公開された NDL-OPACからの

論文などの複写の申込み機能を用意しました｡ 論文単位の利用が主流である科学技術

資料は､ このしくみに適合しているともいえます｡ また､ 同じくホームページで電子

化した国内資料の閲覧提供をしている電子図書館でも､ 将来的には科学技術資料のコ

ンテンツを増やしていくことが考えられます｡

一方､ 関西地域などから直接来館する利用者のためには､ 国内外の主要な科学技術

レファレンスブックを展示した大閲覧室を用意しています｡ ハンドブックや事典類の

ほかに､ Landolt-B�rnsteinなどのデータ集､ ASTMなどの規格類等々､ 国内有数の

品揃えを誇っています｡ また､ 電子ジャーナル約16,000タイトルの提供も行っていま

す｡ 600万冊収蔵可能な地下書庫には､ コア資料である外国学術雑誌､ 欧文会議録､ テ

クニカルレポート以外にも､ 国内博士論文､ 文部科学省科学研究費補助金研究成果報

告書など､ 関西館が包括的に所蔵する利用価値の高い資料群を収蔵しています｡
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現在､ 図書館をめぐる環境は大きく変化しようとしています｡ グーグル社などによ

る世界の図書館蔵書の電子化の試みが進み､ インターネット上に巨大なヴァーチャル

図書館が出現することが現実味をおびてきています｡ 個々の図書館にとっては､ 資料

の収集や蔵書構築の必要性ばかりか､ その存在意義さえ問われかねない状況が生まれ

ています｡ しかし､ その反面､ 図書館の新しい役割も芽生えつつあります｡ 紙の出版

物 vs電子出版物､ 現実の図書館 vsネット図書館､ これらはけっして対立するもので

はなく､ それぞれが相手にはない長所､ 短所を持っています｡ これらをどう組み合わ

せて､ 利用者が求める最適最良の情報が提供できるサービスシステムを考案していく

かが､ 今後の関西館の科学技術資料提供にも要求されています｡

次回以降､ 関西館が所蔵・提供する科学技術資料について､ 資料群別の紹介を行い

ます｡

(関西館 福
ふく

田
だ

理
おさむ

)
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第１回 科学技術資料－はじめに

平成17年10月で関西館は開館４年目に入り､ 所蔵資料もかなり充実してき

ました｡ 国内の図書や雑誌などでは東京本館に及ばないものの､ 関西館なら

ではの資料もあります｡ それが科学技術資料やアジア言語資料です｡ ここで

いう科学技術資料はテクニカルレポートや学術会議資料､ 海外博士論文､ 規

格資料などの専門資料群を指します｡ またアジア言語資料は､ 中国語と朝鮮

語の資料を中心に東南アジアその他の言語の資料を含みます｡

この連載は初めに科学技術資料を９回程度で､ 続けてアジア言語資料を含

むアジア資料を４回程度で紹介する予定です｡ 関西館ならではの重要な資料

としては､ 洋雑誌と国内博士論文､ 文部科学省科学研究費補助金研究成果報

告書もあり､ これらは科学技術以外の分野も含みますが､ この連載では前半

の科学技術資料の紹介に含めます｡ 第１回の今回は､ 当館の科学技術資料収

集の経緯､ 関西館配置となった経緯などから始めます｡
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国立国会図書館 (以下 NDLという) の科学技術資料の収集は､ PBレポートから始

まりました｡ PBレポートとは､ 米国政府が占領下のドイツから押収した当時世界最

高峰の技術資料約100万件を､ 1946年 (昭和21年) から公開したのが始まりで､ その後､

米国政府資金で行われる膨大な量の研究成果のレポートがこれに含まれるようになっ

たものです｡ このレポートのことがマスコミに報じられると､ 敗戦から立ち直ろうと

していた日本の学会や産業界にセンセーションが巻き起こり､ 日本学術会議などの働

きかけもあって､ 昭和27年に購入費用が予算化され､ NDLがその利用提供を受け持つ

ことになりました｡ 戦後のある時期の科学技術開発の基礎資料は､ ほとんどがこのレ

ポートによったとさえいわれています｡

このように､ NDLには昭和23年の設立直後から､ 科学技術資料の収集､ 提供への期

待が寄せられていたわけで､ その後､ 昭和28年には､ 日本で初めてノーベル賞を受賞

した湯川秀樹博士らを委員とする原子力関係資料整備委員会 (現在の科学技術関係資

料整備審議会の前身) を設置しましたし､ その翌年の昭和29年には､ 国の科学技術振

興費の中に NDLの科学技術関係の資料費が位置付けられることになりました｡
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NDLの科学技術資料の収集､ 提供は､ このような経緯で始まったのですから､ 国の

科学技術振興に寄与するという使命を持っているわけです｡ そこで､ そのためにはど

のようなサービスを展開すべきかということを､ その時代時代のニーズや情報環境に

照らして把握することに努めてきました｡ たとえば､ 研究者や技術者の要求が高いけ

れども高価であったり入手方法が難しかったりして､ 国内での資源配備が手薄だった

外国学術雑誌や欧文会議録の広範な収集を行いました｡ また､ 資料検索のために､ 国

内刊行の科学技術関係逐次刊行物を網羅したディレクトリーや雑誌記事索引､ また､

欧文会議録の検索がしやすいように工夫した目録などを作成し､ それらのデータベー
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いくか､ といった事柄も重要ですが､

それ以上にナレッジが生成されやす

い組織の土壌､ すなわち組織内の人

的なコミュニティによる ｢場｣ を整

備することも必要です｡ つまり､ ナ

レッジデータベースでは､ 館内コミュ

ニティを形成する電子的な ｢場｣ と

してのシステムを構築し (もちろん､

現実世界の ｢場｣ の構築も必須要件

です)､ そこから発生するナレッジ

を共有し､ 加工し､ 館内そして館外

へと公開して利用に供し､ 後の世代に受け継いでいくという ｢ナレッジの流れの整備｣

こそが､ 核心部分なのです｡ なお､ 今回のプロジェクトにおいては､ 比較的把握・提

供しやすいレファレンス関連のナレッジの整備から開始し､ その上で館内の図書館業

務全般に対象範囲を広げていきたいと考えています｡
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現在､ 当館ではテーマ別調べ方案内､ 各種主題書誌データベース､ 一部の主題別ホー

ムページなどの様々なコンテンツをインターネットから提供していますが､ これらは

それぞれ個別に提供されていて､ 横断して検索することができませんし､ 主題別に検

索していくことも十分には実現できていません｡

また､ インターネットによる情報収集が当然になり､ 一つの図書館の持つ情報だけ

で利用者のニーズを満たすことは難しくなりました｡ しかし､ 当館のコンテンツには

リンク集やDnavi (第９回 (本誌531号) 参照) といったコンテンツはあるものの､ 外

部機関のホームページやデータベースなどの情報源との連携は十分に行われていると

はいえません｡

こういった現状を考えると､ ナレッジデータベースで生み出されるナレッジは､ 館

内外で生成される他のナレッジや情報源とも連携していくものでなくてはいけません｡

さらに､ 各主題や利用者のニーズに応じたインターフェイスの整備も必要でしょう

(次号 ｢デジタルアーカイブポータル｣ も参照)｡

当館では､ ナレッジデータベースによって利用者が必要な情報を探し出す手助けを

行い､ 自力で探し出せない場合には､ 図書館員がナレッジデータベースを通じてレファ

レンスサービスを行うことで､ 電子図書館サービスの理念 ｢いつでもどこでもだれで

も｣ を達成したいと考えています｡

最後に､ 構築スケジュールについて触れておきます｡ 今年度はコ

ンセプトを固め､ それを実現するための技術的な調査を行います｡

その結果をふまえて､ 2006年度から2007年度にかけてプロトタイプ

システムを設計構築し､ 適用技術やコンテンツの検証を行います｡

その上で､ 2008年度から2009年度に全面的なシステム構築を行い､

全面公開する予定です｡ (主題情報部参考企画課 福
ふく

林
ばやし

靖
やす

博
ひろ

)
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ナレッジデータベースイメージ図
538号／2006①国立国会図書館月報 ― 28―



情報資源に関する
情報の充実：ナレ
ッジデータベース
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以前より､ 企業組織や大学組織のナレッジのマネジメント (集約､ 提供､ 継承) に

おいて､ 図書館員の持つ分類知識などの有用性が指摘され､ 実際に図書館員がそれら

に参画してきました｡ ところで､ そもそも肝心の図書館および図書館員のナレッジは

マネジメントの対象とされてきたのでしょうか｡ そして､ それらは各図書館の利用者

に活用してもらえてきたのでしょうか｡

しかし実際､ その答えは､ 厳しいものにならざるを得ません｡ ｢ビジネス支援図書館｣

といった言葉に代表されるように､ 図書館の持つナレッジに対する様々な分野からの

需要は多様化､ 高度化しています｡ 一方で､ インターネット技術の急激な進歩による

情報環境の変化に加え､ 人事異動や人員削減､ 世代交代に伴う人的資源の縮小や業務

の多様化・繁忙化によって､ 図書館の置かれた環境は､ さらに厳しさを増しています｡

国立国会図書館の職員の持つナレッジをいかに集約し､ 職員だけでなく利用者に

｢情報資源に到達するための情報｣ として提供し､ 後の世代に伝えていくか｡ それを実

現するのが ｢ナレッジデータベース｣ です｡
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｢ナレッジを集約する｣ となると､ データベースの構築を､ まず考えてしまいがちで

す｡ 確かに､ ナレッジ生成のスムーズな業務の流れを想定した上で､ どういったデー

タベースを設計するか､ どういった属性情報 (メタデータ) をコンテンツに付与して

電子図書館サービスのページ
.I�9:��9J��9

第16回

【連載目次】

国立国会図書館の電子図書館サービスとは？ (523号)

一次資料の電子的提供 (524～527号)

ウェブ・アーカイブと提供 (528号)

資料に到達するための情報 (529～531号)

ホームページ (532号)

レファレンス協同データベース事業 (533号)

電子情報の保存と利用保証 (534号)

電子図書館サービスの目標と今後 (535号)

・ウェブサイトの収集・保存 (536号)

・デジタル資源を著作単位で収集・保存する (537号)

・情報資源に関する情報の充実：ナレッジデータベース

(本号)

・デジタルアーカイブポータル (次号)
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第141回常設展示 なゐふる ―地震を科学する―

平成18年１月19日～３月18日

最近､ 地震関連のニュースがテレビや新聞を騒がせています｡ 次々と売り出される

防災グッズや対策本は､ 東海地震や首都圏地震への関心の高まりを象徴しているとい

えるでしょう｡

日本人は昔から地震とともに暮らしてきました｡ 古代においては､ 地震は ｢なゐ｣

と呼ばれ､ 地震が起こることを ｢なゐふる｣ と表現しました｡ 文字を使用するように

なって以来､ 日本人はいくつもの地震の記録を残してきましたが､ その最も古いもの

は､ 『日本書紀』 にある允恭天皇５年 (416) ７月14日に起こった地震についての記録

であるといわれています｡

あまたの記録が示すように地震と深くかかわらざるを得なかった日本人｡ どのよう

に地震と向き合ってきたのでしょうか｡ 今回の展示では､ 日本で地震が研究されるよ

うになってから今日までの歩みに焦点を当てました｡

日本において学問としての地震研究が始まるのは明治時代｡ それまでは､ 優れた記

録は作成されたものの､ 地震という現象に対する探求は､ 特にはなされてきませんで

した｡ 当然というべきか意外というべきか､ 研究の初期に中心となったのは､ お雇い

外国人として来日していた外国人教師や外国人技術者達でした｡ 大地が揺れるという

現象をほとんど経験してこなかった彼らにとって､ 日本をたびたび襲う地震は驚異の

的だったのです｡ 外国人主導で始まった日本の地震

学ですが､ 彼らが帰国した後は､ 日本人の研究者に

受け継がれ､ 日本に根ざした近代地震学が築かれて

いきます｡

1923年､ 恐ろしい被害をもたらした関東大震災は､

日本の地震学にとって大きな画期となりました｡ そ

れまでの研究方針への反省をもとに､ そこからの脱

却を目指した新たな一歩を踏み出します｡ 若い研究

者の活躍が目立ち始めた昭和初期を経て､ やがて始

まる第２次世界大戦は地震研究にも暗い影を落とし

ました｡ そして戦後から現代へ｡ 積み重ねられてき

た地震研究の成果はどのようなかたちで社会にいか

されているのでしょうか｡

いつどこで起こるかわからない地震｡ その地震を

解明し､ 被害を軽減し､ 人々の地震への不安を少し

でも取り除きたいと願った先人たちの足跡を､ たどっ

てみたいと思います｡
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グレイ＝ミルン地震計 (東京の
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Report of earthquake observa-
tions in Japan, (1892) より
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